
西
米
国
飛
脚
船

コ
ロ
ラ
ー
ド
「
グ
レ
ー
デ
ポ
プ
レ
ー
キ

火
酒
複
炭
酸
曹
達
壱
箋
五
分
酒
石
酸
三
箋
五
分
糖
廿
五
箋

急
三
辺
方

（
見
返
し
）

一
合 コ

日
―
-
＝
ロ

（力）

用

箱

（
ラ
ベ
ル
）□汀巳
（
表
紙
）

橙
皮
油

二

滴

水

従

好



丁
卯

慶
応
三
年
正
月
二
十
八
日
＼
二
月
二
日

二
日

総
計
一
ヶ
月
弐
千
弐
百
五
十
両

総
人
員
拾
五
人

正
月
廿
八
日

す
と
、
是
れ
西
洋
農
産
書
中
二
見
出

二
月
朔
日

す
書
翰
受
取

代
価
之
書
付
井
船
中
江
積
込
品
書
付
井
閣
老
江
差
出

(2
)
 

和
蘭
之
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ
ク
江
逢
接
、
開
陽
船
近
々
着
船
、
右

蚕
に
喰
し
む
る
に
、
梧
木

・
は
ち
す
・
楓
は
桑
と
功
を
等
敷

(1
)
 

島
立
甫
之
話
二
云
、

（
以
下
3
頁
に
わ
た
り
、
数
式
な
ど
の
メ
モ

士
官
四
人

弐
百
廿
五
両

仏
郎
西
教
師

惣
督
給
料
弐
百
五
拾
両

＞

＞

＞

ヽ

之

＞

ヽ

三
百
七
拾
五
両

口
絵
写
真
3
.
4
参
照
）

一
(l
)
蘭
学
者
南
部
藩

エ
出
身

-

（

2
)
オ
ラ
ン
ダ
総
領

ー
事
・
外
交
事
務
官

2
 



慶
応
三
年
二
月
二
日
＼
四
日

四
日

但
一
エ
ト
マ
ー
ル
半
余
、
ス
ト
ー
ム
マ
ー
ケ
ン
迄
一
時
余

石
炭
大
凡

弐
万
五
千
斤

一
昨
日
、
蝠
龍
品
海
江
乗
出
し
、
千
代
田
形
試
運
転

回

天

龍

翔

大

江

神

速

太

平

長

鯨

奇

捷

観

光

朝

陽

蝠

龍

富

士

翔
鶴

フ
イ
セ
ン
千
代
田

黒
龍

八
百
斤

順
動

(7
)
 

三
日
上
野
よ
り
、
十
万
石
以
下
諸
侯
、
百
石
二
付
何
程
之
賦
を
出
さ
し
め
、

(
5
)

（

6
)
 

之
事
二
付
云
々
書
翰
肥
前
殿
よ
り
受
取
、
明
日
肥
後
殿
江

転
末
言
上
之
積

海
軍
御
入
用
二
充
つ
る
之
談
有
之
、

当
時
御
在
合
之
御
船

且
御
船
之
御
払
之
話
あ
り

ア
ー
ン
ス
テ
ー
ケ
ン

先
日
、
神
奈
川
奉
行
よ
り
差
越
米
国
士
官
プ
ロ
ッ
ク
新
発
明

(
4
)
 

昨
日
、
小
鹿
米
利
堅
留
学
願
御
免
相
済
、
御
書
取
受
取

(
3
)
 

昨
日
之
御
書
翰
等
出
雲
殿
江
差
上

-（
3
)
立
花
種
恭
（
若
年

蓋

陸

奥

下

手

渡

藩

工土）二4
)
海
舟
長
男

二
5
)
土
岐
頼
徳
（
海
軍

一
奉
行
並
）

一

(
6
)
大
関
増
裕
（
若
年

ー
寄
•
海
軍
奉
行
下
野

一
黒
羽
藩
主
）

-（
7
)
小
栗
忠
順
（
勘
定

一
奉
行
•
海
軍
奉
行
並
）

3
 



慶
応
三
年
二
月
四
日
＼
五
日

五
日

に
は
、
長
鯨
・
翔
鶴
之
内
壱
隻
、
当
十
ニ
・
三
日
迄
二
大
坂
江

（貸
）

（8
）

御
対
顔
、
仏
人
江
奇
捷
船
御
借
有
之
二
付
、
兵
部
殿
御
東
帰

(5
)
 

京
師
木
村
よ
り
来
状

肥
後
殿
よ
り
御
話
二
云
、
昨
日
英
督
パ
ル
ク
ス
云
、
海
軍
伝
習

(
4
)
 

と
し
て
御
地
江
越
す
者
四
人
、
学
術
兼
備
せ
し
を
選
ミ
て
、
既
に
本

国
を
発
せ
り
と

可
相
廻
旨
也

云
、
正
月
廿
九
日
、

(2
)
 

西
川
中
四
郎
家
財
預
り
之
事

已
来
、
水
卒
熱
病
不
堪
、
困
難
極
る
を
以
て
也

ま
た
、
開
陽
水
夫
御
給
料
を
以
て
、

(l
)
 

海
軍
所
江
仮
病
院
を
為
す
へ
き
こ
と
を
以
て
肥
田
江
談
、
昨
騰

stoondruk 
van 25 tt 
tot 30 tt 

ス
ク
ル
ー
フ
は
是
に
倍
す
へ
し

マ
ー
子
は
八
十
回
転
に
て
六
里
半
余

(6
)
 

上
様
御
下
坂
、

(
7
)
 

仏
督
江

フ
ラ
ン
ケ
ン
ト
を
御
買
掲
之
事

-（
l
)
肥
田
浜
五
郎
（
軍

こ
艦
役
）

二
2
)
軍
艦
組

ニ3
)
パ
ー
ク
ス
（
イ
ギ

ーリ
ス
特
命
全
権
公
使

・

ぷ
認
領
事
）

ノ

、

-

（

4
)
ト
レ
ー
、
、
ー

ーウ

ィ
ル
ソ
ン
、
グ
ラ
ン

ー
ト
、
ロ
プ
ソ
ン

ニ5
)
木
村
喜
毅
（
軍
艦

箪
行
並
）

-

（

6
)
徳
川
慶
喜

-（
7
)

ロ
ッ

シ
ュ
（フ
ラ

ロ
ン
ス
全
権
公
使

・
総
領

盃手）二8
)
稲
葉
正
巳
（
老
中

4
 



慶
応
三
年
二
月
五
日
＼
八
日

八
日

七
日

六
日

翔
鶴
船
大
坂
出
帆
御
見
合
之
御
沙
汰
有
之

肥
後
殿
よ
り
、
壮
次
郎
の
事
御
談
シ
、
所
存
言
上

(10) 

肥
田
・
伴
、
軍
艦
頭
並
被
仰
付

内
話
す

明
日
、
英
督
御
浜
江
罷
越
、
閣
・
参
御
出
之
御
沙
汰
あ
り

回
天
来
状
云
、
去
十
二
月
廿
七
日
、
兵
庫
に
て
朝
鮮
人
拾
弐
名
為
乗
組
、

乗
帆
之
積
と
云

順
動
は
ヘ
フ
ト
プ
ラ
ー
ト
六
枚
無
之
、
因
而
銅
に
て
造
り
、
出
来
之
上
帰
船

之
積
と
云

(
9
)
 

御
殿
山
外
国
館
残
御
浜
江
引
候
て
は
如
何
と
云
事
を
以
而
、
浅
野
作
州
江

正
月
―
―
―
日
長
崎
江
着
船
、
艦
損
所
有
之
、
二
月
下
旬
二
は
兵
庫
江

冨
•
海
軍
総
裁
安
房

ー
館
山
藩
前
藩
主
）

二
9
)
浅
野
氏
祐
（
勘
定

一
奉
行
）

一
(10)
伴
鉄
太
郎

一
(11)
石
川
壮
次
郎
（
軍

雇
奉
行
支
配
組
頭
）

5
 



慶
応
三
年
二
月
九
日
＼
十
三
日

十
日

一
、
御
足
高
千
俵
覚

軍
艦
奉
行
勝

安

房

守

増

本
日
、
兵
庫
・
小
子
之
高
御
証
文
出
つ
る
、
局
役
よ
り
蔵
宿
江
遣
す

（
桁
力
）

肥
後
殿
よ
り
、
下
役
下
役
佐
脇
某
之
御
談
有
之

十
三
日

十
二
日 (

2
)
 

壱
岐
守
殿
御
聞
届
済
相
成

九
日

太
陽
行
環
之
略
説
認
差
出

具
之
品
目
訳
差
上

肥
後
殿
江
、
日
本
図
翻
刻
之
事
相
願
、
井
開
陽
船
内
道

十
一
日

0
本
日
、

日
本
図
翻
刻

(1
)
 

海
軍
局
石
造
可
然
と
云
事
、
上
州
之
話
有
之

6
 

-

（

l
)
小
栗
忠
順

-（
2
)
小
笠
原
長
行
（
老

一
中
・
外
国
御
用
取
扱

贔
匹
前
唐
津
藩
世
子
）

-

（

3
)
木
村
喜
毅



慶
応
三
年
二
月
十
三
日

慶
応
三
卯
(
4
)

正

月

河

内

印

都
合
三
千
石
之
高
二
成

外
御
扶
持
方
七
人
扶
持
有
来
通

(
5
)
 

吉
岡
栄
之
助
殿

一
、
御
足
高
同
断

右
書
面
御
足
高
、
従
当
卯
年
勤
候
内
被
下
候
間
、

手
形
可
被
相
渡
候
、
但
軍
艦
奉
行
之
儀
、
向
後
場
所
高

得
其
意
候
、
以
上

―
―
千
石
、
同
断
並
之
儀
ハ
弐
千
石
二
被
直
下
候
間
、
可
被

注
引
付
、
向
後
御
切
米
御
足
高
御
扶
持
方
、
以
直
判
之

略

木
村

七
拾
七
俵
九
升
三
合
三
勺
壱
才
御
蔵
米

尤
高
弐
拾
弐
石
七
斗
三
升
三
合
四
勺
弐
オ
地
方

此
俵
弐
拾
弐
俵
弐
斗
五
升
六
合
六
勺
九
才

最
前
御
足
高
千
九
百
俵

二
4
)
井
上
正
直
（
老
中

了
勝
手
御
入
用
掛
遠
江

嘉
腔
松
藩
主
）

7

ニ5
)
書
替
奉
行



慶
応
三
年
二
月
十
三
日
＼
十
六

日

十
六
日 此
節
石
炭
之
価
、
大
凡
千
斤
二
付
、
四
両
前
後

但
明
夕
参
上
、
委
細
見
込
可
申
延
旨

釜
走
船
石
炭
、
金
港
迄
之
大
凡
積
り

ア
ー
ン
ス
テ
ー
ケ
ン

帰
船
ア
ー
ン
ス
テ
ー
ケ
ン

千
弐
百
斤

ハ
百
斤
往
返
弐
千
斤

肥
後
殿
よ
り
、
兵
部
殿
海
軍
之
事
御
委
任
相
成
た
る
趣
御
話
、

十
五
日

（
マ
マ
）

出
難
く
趣
、
局
よ
り
申
越
す

其
外
乗
組
、
去
ル
十
一
日
大
坂
出
帆
、
品
海
着
、
西
南
風
強
、
御
迎
船

(
3
)
 

頭
取
大
木
某
、
磁
兵
百
七
十
三
人
、
御
右
筆
壱
人
、
御
普
請
役
壱
人
、

（
マ
マ
）

今
午
後
一
時
奇
捷
丸
に
て
兵
部
殿
其
他
砲
兵
差
図
役

(
2
^
 
浦
賀
奉
行
よ
り
、
御
囲
石
炭
之
儀
二
付
歎
願
書
添
到
来

十
四
日

(l
)

（輔
）

垣
屋
義
助
殿

一
(
l
)
書
替
奉
行

8
 

一

(
2
)
土
方
勝
敬

ニ3
)
大
八
木
吉
丞
（
歩

丘ハ
差
図
役
頭
取
）
か



慶
応
三
年
二
月
十
六
日
＼
二
十
二
日 年

始
御
太
刀

馬
代
壱
両
(
6
)
 
清
甫
江

渡
ス

(
8
)
 

禄
之
草
稿
、
浅
野
美
作
江
渡
す

大
象
本
日
軍
艦
役
被

仰
付

〇
軍
艦
奉
行
並
上
下
役
々
俸

廿
二
日
小
鹿
横
浜
語
学
江
入
熟
相
願
、
但
米
行
前
両
三
ヶ
月
也

並

(7
)

赤
松
左
京
軍
艦
奉
行
被
命
〇
望
月
大
象
、
明
日
御
用
召

龍

翔

大

江

フ

イ

セ

ン

神

速

四

隻

之

事

（
仏
力
）

上
野
よ
り
払
船
之
事
談
有
之
、
肥
田
外
国
人
江
談
判
之
積

（族）

溺
死
水
夫
之
家
属
御
手
当
之
事
、
肥
後
殿
御
尋
有
之

吋十 汁廿
ミニ哨壱一
叶日 斗日

(
5
)
 

廿
＿
日
有
泉
今
日
番
代

廿
日
廿
日

＞
ヽ
＞
ヽ

十
九
日

十
八
日

済

浜
海
局
之
下
絵
図
大
凡
積
出
来
、
外
周
石
造
之
積
申
上
積

十
七
日 (

4
)
 

小
笠
原
賢
蔵
米
利
堅
江
引
残
留
学
願
、
肥
後
殿
江
差
出

-

（

4
)
軍
艦
組

-
（5
)
有
泉
敬
之
丞
（
軍

』
艦
取
調
役
下
役
）
か

-
（6
)
鈴
木
清
甫
（
表
坊

一主）
二
7
)
軍
艦
役
勤
方

三
十
二
日
軍
艦
役
と
な

ーる

，
 

ニ8
)
浅
野
氏
祐



慶
応
三
年
二
月
二
十
三
日
＼
二
十
六
日

廿
六
日 (6

)

（

7
)
 

甲
賀
源
吾
奇
捷
丸
乗
組
御
免
相
願
と
云
、
浜
口
江
朝
陽
之
御
修
覆

和
蘭
之
御
返
翰
案
、
上
野
江
談
之
上
進
達

(
8
)
 

可
申
渡
儀
可
然
と
云
、
讃
州
之
論
也

（等）

度
旨
、
但
乗
組
者
一
同
統
級
操
上
相
願
度
と
云

望
月
大
象
云
、
富
土
船
之
士
官
小
林
文
次
郎
、
軍
艦
役
並
被
仰
付

本
日
肥
後
殿
無
御
登
城

廿
五
日 昨
日
、
望
月
大
象
京
都
被
遣
候
旨
、
御
書
付
を
以
而
被

之

肥
後
殿
端
船
出
来
之
趣
申
上

(5
)
 

有
泉
・
矢
野
沢
下
役
願
書
差
出
、
調
役
両
人
同
断

廿
四
日 0
英
国
海
軍
士
官
之
服
章
借
用
之
事
、
柴
田
江
談
す

(l
)
 

伴
鉄

(2
)
 

御
尊
骸
御
供
之
御
褒
美
、
時
服
弐
賜
ハ
る

溺
死
之
水
夫
御
手
当
之
書
付
正
太
郎
江
渡
す

廿
三
日

仰
渡

(4
)
 

和
蘭
二
御
返
翰
取
調
（
但
ポ
ル
ス
よ
り
開
陽
船
之
義
申
出
た
る
書
翰
也
）

i
(
l
)
伴
鉄
太
郎

ニ2
)
十
四
代
将
軍
徳

ー
川
家
茂

（
慶
応
二
年
七

五
刀
二
十
日
蒻
去
）

-（
3
)
柴
田
剛
中
（
外
国

一
奉
行
）

二
4
)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

ークニ5
)
矢
野
沢
次
郎
八

二
軍
艦
取
調
役
下
役
）

-
（6
)
軍
艦
役

二
7
)
浜
口
興
右
衛
門

-
（
軍
艦
役
勤
方
）

二
8
)
矢
田
堀
鴻
（
軍
艦

嘉叫）

10 



慶
応
三
年
二
月
二
十
六
日
＼
二
十
七
日

水
夫
小
頭

水
主
同
心
小
筒
方

御
供
船
大
江
丸

鍛
冶
大
工
火
焚

（
マ
マ
）

小
焚
小
頭

平
水
夫

前
同
断
格同

水
主
同
心
格

水
夫
小
頭

長
鯨

去

寅

九

月

小

筒

方

御
尊
骸
御
召
船

廿
七
日 旨
、
河
内
殿
御
達
、
夜
二
入
有
之

壱
人
七
人

三
人
壱
人

五
拾
壱
人

壱
人
壱
人

四
拾
九
人

小
頭
壱
人

小
頭
壱
人

御
乗
船
之
節
乗
組
不
申

江

(
9
)

翔
鶴
船
外
国
奉
行
柴
田
日
向
乗
組
、
大
坂
江
出
帆
致
す
へ
き

-

（

9
)
柴
田
剛
中

11 



慶
応
三
年
二
月
二
十
七
日
＼
晦
日

晦
日
兵
部
殿
よ
り
御
書
付
を
以
而
被
仰
渡

但
馬
同
断

廿
九
日

廿
八
日

(
2
)

（
マ
マ
）

致
、
且
御
用
荷
札
、
会
津
世
子
便
船
等
致
せ
へ
き
旨
也

翔
鶴
船
昨
夜
御
達
之
儀
替
り
、
来
月
ニ
・
三
日
頃
迄
二
出
船
可
為

(
3
)
 

翔
鶴
船
、
来
三
・
四
日
頃
出
帆
之
積
、
会
津
世
子
乗
組
、
外
国
奉
行
塚
原

（

オ

ラ

ノ

ダ

）

（

竹
）

奇
捷
・
長
鯨
之
内
、
禍
蘭
之
コ
ン
シ
ュ
ル
江
御
借
、
来
月
十
一
日
出
船
可
致
旨

(l
)
 

右
之
人
員
小
太
郎
江
差
出
ス

鍛
冶
大
工
火
焚
火
焚
小
頭

水
夫

弐
人
弐
人

弐
拾
弐
人
三
人

弐
拾
八
人

2
 

ー

-
(
l
)
滝
村
小
太
郎
（
奥

一
右
筆
）

ニ2
)
松
平
喜
徳
（
徳
川

芦
昭
十
九
男
会
津
藩

一世
子）

ニ3
)
塚
原
昌
義
（
勘
定

一
奉
行
・
外
国
奉
行
）



慶
応
三
年
二
月
晦
日
＼
三
月
七
日

海
局
教
授
掛
被

海
軍
伝
習
掛
被

仰
付
候
様
申
上

(6
)
 

海
軍
伝
習
之
事
二
付
、
英
之
バ
ル
ク
ス
に
逢
接
す
、
此
頃
同
人
上
坂
、
明
日

一
神
奈
川
迄
出
張
と
云

七
日
六
日

五
日
四
日

三
日
二
日

仰
渡

仰
渡

(
5
)
 

隠
居
佐
々
倉
、
同
与
力
朝
夷
撻
次
郎
出
役
被

兵
部
殿
江
相
願
ふ
、

(4
)
 

且
取
調
役
新
楽
・
安
井
之
両
人
、
浦
賀
与
力

（桓
）

甲
賀
源
吾
・
塚
本
垣
輔
・
小
林
文
次
郎
軍
艦
役
勤
方
被
仰
付
候
様
、

役
々
乗
組
、
二
日
出
船
可
致
旨
御
達

翔
鶴
江
、
便
船
仏
郎
西
コ
ッ
ク
壱
人
横
浜
に
て
為
乗
組
可
申
、
且
明
日

二
4
)
安
井
完
治
（
畑
蔵

二
軍
艦
役
勤
方
）

ー

(
5
)
佐
々
倉
桐
太
郎

二
6
)

パ
ー
ク
ス

3
 

ー



慶
応
三
年
三
月
八
日
＼
十
三
日

十
三
日

十
二
日

十
一
日

十
日
九
日

一
八
日

諸
品 一

昼
夜
走
進

右
、
大
凡
五
ワ
ク
ト

0
東
廻
リ

七
千
両

石
炭

諸
品
井
油
麻
乗
組
手
当
共

ワ

ク

ト

石

炭

拾

五

万

斤

七
百
七
拾
両

ハ
千
五
拾
両

七
拾
両

外
二
用
意
金

里
数
四
百
七
拾
三
里

五
百
五
拾
両

ワ
ク
ト

之
積

八
拾
四
里 大

凡
積
入

三
千
五
百
両

独
逸
里
法
七
里

百
斤
二
付
弐
拾
弐
匁

（敦）

長
崎
よ
り
越
前
つ
る
賀
迄
、
井
二
品
海
江
帰
帆

0
長
鯨
船
品
川
よ
り
長
崎
迄
入
用
金
五
千
両

（千

代

田

形

）

（

l
）

（

2
)

千
代
形
出
来
二
付
、
兵
部
殿
・
肥
後
殿
御
浜
よ
り
御
廻
有
之

4
 

ー

-
（
l
)
稲
葉
正
巳
（
老
中

ー格
•
海
軍
総
裁
安
房

三
館
山
藩
前
藩
主
）

-（
2
)
大
関
増
裕
（
若
年

ぷ
可
•
海
軍
奉
行
下
野

ー
黒
羽
藩
主
）



慶
応
三
年
三
月
十
三
日
＼
十
六
日

十
六
日 可
積
込
也

順
動
荷
積
場
所
大
低
四
百

0
五
頓
、
米
に
し
て
凡
弐
千
石
積

此
日
、

十
五
日

御

祝

義

出

将

軍

宣

下

惣

出

仕

被

仰

付>`‘ 

御
勘
定
に
て
可
便
故
に
、

七
分
之
割
平
日
同
所
江
可
納
と
談
ス

本
日
、
商
荷
御
船
便
積
入
運
送
之
事
二
付
、
危
険
料
と
て

且
長
崎
二
而
御
修
覆
之
順
動
船
、
唐
津
表
之
米
積
入
之
事
同
断

(
3
)
 

両
之
入
用
見
込
に
て
、
実
際
二
試
む
る
こ
と
上
州
江
談
ス
、

長
鯨
越
前
敦
賀
江
廻
シ
御
廻
米
積
入
之
事
、
大
凡
壱
万
五
千

外

西
廻

惣
/
壱
万
六
百
七
拾
両

先
方
碇
泊
日
数
廿
日
見
込
、
雑
用
六
百
両

航
海
五
日
見
込

／
六
千
八
百
弐
拾
両

三
千
弐
百
五
拾
両

-（
3
)
小
栗
忠
順
（
勘
定

一
奉
行
•
海
軍
奉
行
並
）

5
 

ー



慶
応
三
年
三
月
十
七
日
＼
二
十
日

• 

ヽ

0
富
士
山

(1
)
 

奇
捷
十
八
日
大
坂
出
帆
、
今
暁
着
船
、
但
賀
州
よ
り
急
御
用
有
之
、

廿
日

上
野
江
相
談
、
大
半
整
ふ

一
封
持
参
す

コ
ー
レ
ン
ホ
ッ
ク
積
込
高

石
炭
井
油
入
費

四
拾
万
七
千
四
百
斤

炭
は
唐
津
之
米
石
積
込
賃
二
而
可
相
弁
旨
同
断
、
此
俵

順
動
乗
組
之
者
、
長
鯨
江
便
シ
、
長
崎
江
差
遣
さ
せ
可
然
旨
、
井
石

肥
後
殿
江
、
軍
艦
員
数
表
差
出
ス
、
但
是
は
京
師
二
而
取
調
被
仰
付

十

九

日

無

出

殿

将
軍
宜
下
之
御
祝
義

し
も
の
、
且
護
送
船
之
荷
物
積
方
、
俸
銭
等
之
事
申
上

十
八
日

十
七
日

6
 

ー

ニ
ー
）
板
倉
勝
静
（
老
中

一
備
中
松
山
藩
主
）



慶
応
三
年
三
月
二
十
日
＼
二
十
八
日

昨
夜

廿
七
日
開
陽
船
和
蘭
よ
り
横
浜
江
着
船

廿
八
日

小
鹿
米
利
堅
江
留
学
之
節
、
御
印
章
は
其
先
願
置
、
受
取

(
9
)
 

内
田
恒
次
郎
本
日
登
営

筑
後
暴
論
、
小
拙
時
勢
之
如
斯
成
る
を
歎
し
、

一
言
な
し

(
7
)

（謹）

図
書
・
古
賀
詳
一
乗
組
、
長
鯨
船
出
帆
但
午
時
也

本
日
、

(
2
)

（

3
)

（

4
)

（

5b)

（

6
)
 

壱
岐
殿
井
小
栗
上
野
・
浅
野
美
作
・
岩
田
織
部
・
織
田
市
蔵
•
平
山

廿
五
日

廿
四
日 長

鯨
出
船
井
乗
組
事
二
而
混
雑

廿
三
日 （回）廻
天
帰
船
、
土
佐
沖
に
て
風
波
、
少
損
と
云

廿
二
日

廿
＿
日
油
ア
ー
ン
ス
テ
ー
ケ
ン
百
八
升

エ
ト
マ
ー
ル
遣
高

一
時
間
に
大
凡
四
升
宛

凡
三
万
八
千
斤
程

-
（2
)
小
笠
原
長
行
（
老

ぷ
中
・
外
国
御
用
取
扱
肥

一
前
唐
津
藩
世
子
）

-（
3
)
浅
野
氏
祐
（
勘
定

一
奉
行
・
陸
軍
奉
行
）

-
（4
)
岩
田
通
徳
（
目

一付）
-（
5
)
織
田
信
重
（
目

五）-（6
)
平
山
敬
忠
（
外
国

―奉
行
）

二
7
)
古
賀
謹
一
郎
（
目

＿付
）

-
（8
)
水
野
痴
雲
（
忠
徳

ー
も
と
外
国
奉
行

・
箱
館

一奉
行
）
．

一

(
9
)
軍
艦
役

—(
1
0
)海舟
長
男

17 



慶
応
三
年
三
月
二
十
八
日
＼
四
月
二
日

二
日

に
て
御
船
発
な
り
し
に
、
当
節
英
其
他
之
事
務
輩
出
阪
し
て

開
港
之
御
談
判
之
為
被
差
遣
趣
を
以
而
、
御
所
江
被
仰
上
、
伺
済

聞
く
、
京
師
に
て
、

久
留
米
藩
両
人
入
門

(l
)
 

民
部
太
輔
殿
仏
郎
西
江
御
出
之
事
は
、
兵
庫

昨
、
水
府
之
菊
池
生
来
る
、
当
今
之
形
勢
を
内
話
す

兵
部
殿
江
開
陽
之
義
言
上
、
午
後
肥
後
殿
江
参
上

四
月
朔
日

廿
九
日 居

度
旨
書
付
差
遣
す
、
井
人
相
書
添

開
陽
船
着
二
付
、
尋
問
と
し
て
横
浜
江
出
張

（以
下
空
白
）

私
枠
小
鹿

8
 

ー

-（
1
)
徳
川
昭
武
（
清
水

一
家

当

主

徳

川
斉
昭
十

：
八
男
）



慶
応
三
年
四
月
二
日
＼
六
日

六
日
五
日
四
日

千
代
田
形
試
運
転
有
之

(
3
)
 

昨
、
矢
田
堀
讃
岐
、
開
陽
艦
乗
組
被
仰
渡

御
渡
し

（
マ
マ
）

御
印
章
被
下
候
二
付
、
外
国
奉
行
江
可
談
旨
願
書
江
御
下
取

三
日
憐
む
へ
き
か
な

し
て
空
敷
旧
法
を
固
守
せ
し
か
は
、
今
日
妥
に
及
へ
り
、

ま
た

狭
小
に
し
て
、
終
に
労
苦
も
其
功
を
終
へ
す
、
事
勢
に
不
達

可
成
よ
し
、
嗚
呼
、
会
家
忠
な
ら
さ
る
に
非
ら
す
と
い
へ
共
、
其
見

(
2
)
（九）

会
津
は
、
其
世
子
余
丸
麿
を
留
京
せ
し
め
、

民
部
殿
之
御
事
と
反
し
て
物
議
な
き
に
し
も
あ
ら
す
、

さ
れ
は
不
能
と
云
御
事
、
至
理
を
以
て
被
仰
立
あ
り
し
か
は
、

兵
庫
開
港
之
議
興
れ
り
、
此
頃
再
ひ

一
と
先
帰
国
に

当
今
開
港
二
あ
ら

二
2
)
松
平
喜
徳

-
（3
)
矢
田
堀
鴻
（軍
艦

—頭
）

，
 

ー



榎
本
、
其

身

一
代
被

召
出
百
俵

被
下
置
、

軍
艦
役

四
百
俵
高

被
成
下

於
京
師

浅
野
美

作
殿
、
若

e”
欠
力
）

年
並
陸
軍
奉
行
被
命

慶
応
三
年
四
月
六
日
＼
十
四
日

(10
)

（公
使
）

米
利
堅
工
士
よ
り
、
留
学
之
儀
二
付
書
翰
差
越
す

十
四
日 之

上
長
崎
江
出
帆
、
夫
よ
り
唐
津
井
敦
賀
表
江
相
廻
り
候
積
、

十
三
日

△ 十
日
九
日
八
日

(
6
)

（

7
)

(

8

)

（

9
)
 

内
田
・
榎
本
・
沢
•
田
口
之
身
分
御
抜
擢
被
下
候
様
願
書
進
達

順
動
之
乗
組
は
長
崎
二
荷
物
有
之
次
第
、
上
海
行
之
積

(
5
)
 

主
膳
殿

・
美
作
殿
同
断
、
直
二
御
上
陸
、
長
鯨
は
荷
物
陸
揚
済

長
鯨
船
金
川
江
入
港
、
大
坂
よ
り
蘭
人
、
英
•
仏
人
乗
組
、

十
二
日

帰
府 (

4
)

（神
奈
川
）

肥
後
殿
•
宮
内
殿
金
川
開
陽
江
御
尋
問
二
付
、

御
同
行

（公
使
）

△
+
＿
日
米
之
エ
司
江
小
鹿
留
学
之
事
頼

(
2
)
 

七
日
中
島
三
郎
助
被
召
出
之
事
進
達

御
印
章
石
野
筑
前
よ
り
受
取

一
(l
)
石
野
則
常
（
外
国

一
奉
行
）

~
(
2
)
も
と
軍
艦
頭
取

ー
出
役
こ
の
春
再
奉
公
、

箪
艦
組
出
役
と
な
る

ニ3
)
こ
の
行
が
十

一

一
日
の
記
事
で
あ
る
こ
と

｀
）
示
す

一
(
4
)
織
田
信
愛
（
海
軍

;奉
行
並
）

ニ5
)
京
極
高
富
（
若
年

奇
丹
後
峰
山
藩
主
）

-（
6
)
内
田
恒
次
郎
（
軍

一
艦
役
）

-
（7
)
榎
本
武
揚
（
軍
艦

韮
出
役
）

-

（

8
)
沢
太
郎
左
衛
門

i

（
軍
艦
奉
行
並
組
）

二
9
)
田
口
直
次
郎
（
下

ー
総
関
宿
藩
士
）

二
10)
フ
ァ
ル
ケ
ン
プ

20 



慶
応
三
年
四
月
十
五
日
＼
二
十
一
日

事右被並軍下百被其田
話仰教艦置俵召身口
候付授役‘被出一‘

代

沢、軍
艦
頭

並
被
仰
付

内
田
、

軍
艦
頭

並
被
仰
付
、
教

授
持
切

被

仰

付

登

営

廿
一
日

廿
日

帰
府

(13) 

談
判
、
且
ヂ
ナ
ウ
其
他
之
士
官
御
＿
雇
入
之
事
談
判

(12
)
 

ポ
ル
ス
氏
を
問
ふ
、
井
コ
ン
シ
ュ
ル
ハ
ン
デ
ル
タ
ッ
ク
氏
江
跡
金
之
事

十
九
日 す (11)

（
マ
マ
）
大
坂
よ
り

ポ
ル
ル
氏
京
師
拝
礼
済
帰
府
二
付
、
為
尋
問
金
川
江
出
張

A
J

>

‘`
 

十
八
日

十
七
日

（
オ
ラ
ノ
ダ
）

此
頃
、
禍
蘭
よ
り
帰
国
之
生
徒
内
田
恒
次
郎
・
榎
本
・
沢
•
田
口
等
之
身

分
御
抜
擢
之
事
相
願
ふ

十
六
日

十
五
日

ー
ル
グ
（
ア
メ
リ
カ
特
命

ー
全
権
公
使
）

二
11)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

ー
ク
（
オ
ラ
ン
ダ
総
領

こ
事

・
外
交
事
務
官
）

一
(12)
フ
ァ
ン
・
デ
ル

・

ー
タ
ッ
ク
（
神
奈
川
駐
在

こ
A

ラ
ン
ダ
領
事
）

一
(13)
ヂ
ナ
ウ
ク
ス
（
オ

ー
ラ
ン
ダ
海
軍
一
等
士

五口）

21 



慶
応
三
年
四
月
二
十
二
日

(
2
)

（仏
）

開
成
所
ガ
ラ
ッ
ト
マ
ン
彼
は
是
迄
国
二
而
弐
百
五
払
弗
を
得
た
り
、

（

仏

）

（

l
）

製
鉄
所
払
郎
人
ペ
ル
ニ
ー
は

但
支
度
と
し
て
、
惣
督
江
六
千
フ
ラ
ン
ク

〇
食
料
井
小
遣

之
者
給
料
等

自
分
入
費
之
事

下

等

士

官

同

上

等

士

官

同

0
月
々
給
料
相
渡
方
は
、
前

月
之
分
後
月
朔
日
渡

惣
督上
等

壱
ヶ
月

0
日
本
来
着
迄
日
合
二
不
拘

一
ヶ
月
分
之
給
料
相
渡
候
事

（仏
）
払
郎
西
伝
習
教
士
俸
銭

外
士
官
同
弐
百
弗

申
来
る

（
オ
ラ
ノ
ダ
）

夜
中
、
ポ
ル
ス
よ
り
来
翰
、
禍
蘭
之
士
官
俸
銭
之
事

廿
二
日

矢
田
堀
よ
り
来
状
有
之

（
オ
ラ
ノ
ダ
）

〇
荷
蘭
人
留
止
候
二
付
、
給
料
取
調
、
右
同
役
相
談
之
上
、
申
上
置
之
事

ヂ
ナ
ウ
ー

一
ヶ
月
弐
百
五
拾
弗

三
百
七
拾
五
両

弐
百
五
拾
両

八
拾
七
両
弐
分

中
等
江
四
千
フ
ラ
ン
ク

下
等
江
弐
千
フ
ラ
ン
ク

月
毎
二
八
百
―
―
―
拾
弐
弗

2
 
2
 

ニ
ー
）
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
（
横

一
須
賀
製
鉄
所
首
長
）

-（
2
)

ハ
ラ
タ
マ
（
開
成

盃
川
化
学
教
師
）



慶
応
三
年
四
月
二
十
二
日

‘’ 
機

関

方

ァ

ー

ケ

ン

’‘ ‘’ ‘’ 

ス
コ
イ
ト

以
上
、

(
6
)
 

医

官

ポ

ン

ペ

(
5
)
 

ヽ
ウ
ヰ
ツ
ヘ
ル

(
4
)
 

士
官
ハ
ン
ト
ロ
ウ
エ
ン

(
3
)
 

指
揮
役
ヵ
ッ
テ
ン
デ
イ
キ

" 百
0
五
ギ
ュ
ル

士
官
之
分

＇ ‘
 

、‘
、‘

勘
定
役
士
官

セ
ー
ユ
ム
ゴ
ロ

ー
ツ
ェ
＼
‘
‘
｀`
 、‘

‘‘
 ̀‘
 

機
関
方
士
官
、
‘
‘

ハ
ル
デ
ス

同 ‘’ 

’’ 

一
ヶ
年

六
百
ギ
ュ
ル

一
貫
九
百
六
匁
二
分
五
厘

一
ヶ
月
四
百
五
拾
ギ
ュ
ル
デ
ン
（
二
貫
八
百
十
二
匁
五
分
）

一
ヶ
年
金
に
し
て
五
百
十
九
両
卜
十
五
匁

弐
百
廿
五
同

二
百
五
十
九
両
四
十
目

三
貫
七
百
五
拾
目

（
一
貫
四
百
六
匁
二
分
五
リ

一
百
廿
五
ギ
ュ
ル
デ
ン
（
二
貫
三
十
一
匁
二
分
五
リ

（
オ
ラ
ノ
ダ
）

往
時
崎
陽
伝
習
之
節
、
喘
蘭
之
士
官
江
被
下
候
俸
銭

ハ
百
弗
二
到
る
へ
し
と
云

我
か
国
に
て
は
俸
銭
年
々
可
増
加
之
、
終

-（
3
)
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ

こ
ケ
（
も
と
長
崎
海
軍
伝

一
習
所
教
師
）

ニ4
)
フ
ァ
ン
・
ト
ロ
ー

ー
イ
ェ
ン
（
一
等
士
官
）

-（
5
)
ウ
ィ
ッ
ヘ
ル
ズ

-
（
二
等
士
官
）

二
6
)
軍
医
士
官

一

(
7
)
ウ
ン
プ
フ
ロ
ー

ー
ベ
（
主
計
士
官
）
か
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ホ
ル

ス
之
書

翰
訳
、

(
3
)
 
肥
後
殿
江

差
出

慶
応
三
年
四
月
二
十
二
日
＼

二
十
八
日

廿
八
日 肥
後
殿
江
、
大
江
丸
桑
名
江
御
払
之
義
、
所
存
申
上
る

之
為
推
参

よ
り
御
談
有
之

(
6
)

（
オ
ラ
ソ
ダ
）

本
日
、
河
内
殿
江
禍
蘭
之
士
官
井
役
人
輩
参
上
二
付
、
予
備

廿
七
日 ヂ

ナ
ウ
已
下
俸
銭
減
し
方
、
ポ
ル
ス
江
可
談
旨
、

廿
六
日

廿
五
日
肥
州
之
堀
内
六
郎
兵
衛
来
訪

兵
部
殿
・
肥
後
殿

（仏
）

廿
四
日
近
日
プ
ロ
イ
セ
ン
と
払
郎
西
戦
争
起
る
の
風
聞
を
聞
く

廿
三
日

来
る

中
島
三
郎
助
出
役
之
事
を
談
す

(
4
)
 

騎
兵
教
授
役

（
マ
マ

帆
縫

(
3
)
 

ヘ
ル

フ

ス

ト

百

五

拾

ギ

ュ

ル

同
格

(
2
)
 

プ
ル
ー
シ
ン
キ

水
夫
頭

(l
)
 

ラ
ッ
プ
ル

七
拾
五
ギ
ュ
ル
四
百
六
十
八
匁
七
分
五
厘

一
ヶ
年
百
十
五
両
卜
廿
匁

＂
百
ギ
ュ
ル

九
百
三
十
七
匁
五
分

ハ
百
廿
五
匁

-

（

l
)
デ
・
ラ
ッ
ペ
ル

-
（掌
帆
長
）

—(
2
)掌
帆
長
属

—(
3
)製
帆
手

-

（

4
)
セ
ン
テ
ュ

ー
ル

二
普
通
学
及
び
乗
馬
術

ー
教
師
）
か

ニ5
)
大
関
増
裕
（
若
年

一
寄•
海
軍
奉
行
下
野

ー
黒
羽
藩
主
）

二
6
)
井
上
正
直
（
老

伍

．

勝

手

御

入

用

掛

一
遠
江
浜
松
藩
主
）
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慶
応
三
年
四
月
二
十
八
日
＼
五
月
五
日

(9
)

（

10
)
 

五
日
兵
公
・
肥
公
御
出
張

四
日
三
日
二
日
五
月
朔
日

遠
慮
引

晦
日

於
金
病
死

用
意
す
へ
き
の
命
あ
り

廿
九
日

官
は
百
両

（神
奈
川
）

ポ
ル
ス
江
禍
蘭
士
官
御
雇
俸
銭
之
事
掛
合
、
同
人
明
日
金
川
江

行
き
各
江
相
談
、

四
•
五
日
之
後
書
翰
ヲ
以
而
否
返
答
可
致
旨
答

水
夫
三
拾
両

但
毎
月
渡
之
積

住
居
は
別
段
取
建
度
、
金
川
二
而
は
借
屋
小
家
に
て
も
月
毎
百
弗
位
也

と
云
、
答
て
云
、
弁
天
地
禍
蘭
之
公
館
内
可
然
と
云

大
坂
江
兵
隊
被
差
送
二
付
、
御
船
回
天
・
奇
捷
•
長
崎
之
三
隻
急
々

(7
)
 

ヂ
ナ
ー
三
百
両

(
8
)
 
コ
ー
ニ
ン
ク
弐
百
五
十
両

ハ
ル
デ
ス
同
断
下
等
土

二
7
)
ヂ
ナ
ウ
ク
ス

ニ8
)

コ
ー
ニ
ン
グ
（
オ

ご
フ
ン
ダ
海
軍
二
等
士

云巳）
一
(
9
)
稲
葉
正
巳

二
10)
大
関
増
裕
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慶
応
三
年
五
月
五
日
＼
八

日

八
日 〇

船
中
二
当
分
住
居
、
追
而
弁
天
公
使
館
内
江
同
所
之
事

七
日
六
日

世
話
之
事
、
其
他
俸
金
済
方
、
下
等
士
官
之
所
置
等
也

大
坂
よ
り
来
状
、
富
士
艦
四
月
廿
二
日
品
海
出
帆
、
廿
三
日
浦
賀
、
廿
五
日
三
嶋

0
開
陽
の
ミ
な
ら
す
他
之
船
々
之
世
話
い
た
し
、
外
国
江
出
候
時
は
乗
組

〇
病
気
之
節
は
、

日
本
之
医
師
相
掛
ケ
、
薬
礼
二
不
及
候
事

賃
金
此
方
に
て
遣
し
候
事

〇
帰
国
之
節
、
飛
脚
船
上
客
に
て
帰
国
之
事

但
右
相
成
之
時
は
、
地
代
公
使
よ
り
差
出
分
減
少
之
事

蘭
公
使
江
談
判
蘭
之
士
官
輩
御
雇
二
付
て
は
、

陽
艦
当
十
二
日
引
渡
之
事
申
越
す

(
2
)
 

蘭
之
公
使
よ
り
士
官
御
雇
之
俸
銭
許
容
之
書
翰
、
井
開

(l
)
 

英
之
公
使
、
海
軍
所
二
来
る
、
伝
習
教
師
之
住
居
御
相
談

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ク＾ ヘ2 1 
、_,, '--"

ポパ
ル l
ス ク
プス
ル
ツ
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慶
応
三
年
五
月
八
日
＼
十
日

十
日

九
日

C- ズi
(
9
)
 

R
o
b
s
o
n
 

(
8
)
 

C
.
 G
r
a
n
t
.
 M

a
c
h
i
n
i
s
t
 

c 

S
t
u
u
r
m
a
n
.
 

(
7
)
 

A
.
 K
.
 W
i
l
s
o
n
 

Lu.it 

(
6
)
 

R
.
 E
.
 T
r
a
c
e
y
.
 

K
a
p
t
 

す
、
但
同
人
一
と
先
本
国
江
帰
り
、

Luit 

ハ
ヶ
月
後
再
渡
之
積

(
5
)
 

長
応
寺
蘭
公
使
江
談
判
、
ボ
ー
ト
イ
ン
弥
御
雇
之
返
答
致

い
た
し
度
旨
申
聞
、
夕
刻
公
使
一
見
と
し
て
到
る

(
4
)
 

英
之
公
使
館
江
肥
後
殿
・
左
京
共
同
行
、
旧
海
軍
所
一
見

仕
舞
候
由

之
由
申
越
ス
、
猶
此
程
よ
り
英
人
摂
海
測
量
有
之
所
、
此
節
右

(
3
)
 

四
月
廿
九
日
服
部
筑
前
海
軍
奉
行
並
被
命
、
当
分
司
農
兼
帯

出
帆
、
廿
六
日
紀
州
須
賀
利
浦
入
港
、
同
廿
七
日
出
帆
、
廿
八
日
兵
庫
着
、

一

(
3
)
服
部
常
純
（
の
ち

一
綾
雄
）

二
4
)
赤
松
範
清
（
軍
艦

一
奉
行
並
）

-（
5
)
ボ
ー
ド
イ
ン
（
オ

ー
ラ
ン
ダ
人
医
師
慶
応

二
一
年
帰
国
）

-（
6
)
ト
レ
ー
シ
ー
（
イ

ー
ギ
リ
ス
海
軍
中
佐
準

ー
艦
長
、
教
頭
）

-
（7
)
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
砲

一
術
方
士
官
）

一

(
8
)
グ
ラ
ン
ト
（
測
量

一
方
土
官
）

二
9
)
ロ
プ
ソ
ン
（
機
関

ニ方
士
官
）
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慶
応
三
年
五
月
十
日
＼
十
八
日

十
八
日

十
七
日

十
六
日

十
五
日 (

4
)

(
5
)

（

6
)
 

太
田
よ
り
、
亜
米
利
人
ワ
ー
シ
悴
留
学
之
世
話
御
心
得
候
間
、
掛
念

不
可
致
旨
申
越

十
四
日 教
師
仮
居
館
江
引
取
候
返
答
い
た
し

英
之
公
使
江
、
如
来
寺
同
国
騎
兵
之
居
所
、
其
半
を
以
て
元
海
軍
所

十
三
日

(l
)

（

2
)

（

3
)
 

十
二
日
内
田
・
榎
本
・
沢
身
分
之
事
被

接
遇
所
英
公
使
江
逢
接

十
一
日 但
乗
組
処
の
船
は
、

ロ
デ
子
イ
と
云
惣
督
船
也
と
云

近
日
回
天
・
奇
捷
出
帆

仰
付

海
軍

右
士
官
輩
は
英
国
よ
り
教
師
と
し
て
我
か
国
二
到
る
者
、

-

（

l
)

内
田
恒
次
郎
(
+

一
日
軍
艦
頭
並
と
な
る
）

ニ2
)
榎
本
武
揚
(
+
日

乙
軍
艦
役
と
な
る
）

ニ3
)
沢
太
郎
左
衛
門

ー
(
+
日
軍
艦
役
勤
方
と

ー
な
る
）

二
4
)
太
田
源
三
郎
（
神

一
奈
川
詰
の
英
通
詞
）

ニ5
)
T
・

ウ

ォ

ル

シ

一ュ

（
ア
メ
リ
カ
人
貿
易

ニ
商
、
横
浜
ウ
ォ
ル
シ
ュ

:
1
1
ホ

ー

ル
商
会
経
営

一者
）

二
6
)
勝
小
鹿
（
海
舟
長

一
男
）
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慶
応
三
年
五
月
十
八
日
＼
二
十

一
日

之
話
次
に
も
不
及
、
蘭
之
海
軍
士
官
御
雇
二
及
ひ
し
、
其
意
を
得
さ
る

海
軍
は
英
国
江
御
頼
あ
り
、
近
々
教
師
渡
来
す
へ
し
、
然
る
ニ
―
応

登
営
、
此
程
蘭
人
御
一
雇
之
事
二
付
、
英
公
使
議
せ
る
処
は
、
既
に

廿
＿
日

（神
奈
川
）

廿
日
金
川
出
張
、
本
日
開
陽
御
受
取
済
む

(
7
)
 

官
吏
閉
口
と
云
、
夜
十
時
肥
前
之
宅
に
て
其
転
末
を
聞
く
、

英
公
使
、
河
内
殿
江
罷
出
、
蘭
人
御
雇
之
俵
二
付
論
あ
り
、
彼
か
邦

十
九
日 悉
く
氷
解
す

且
蘭
人
御
雇
之
事
御
断
可
及
旨
、
英
公
使
江
御
返
答

有
之
と
云

所
、
定
め
て
教
師
も
到
り
止
る
へ
か
ら
す
、
亦
大
坂
に
て
は
懇
々
と
御
頼

十
二
時
ポ
ル
ス
之
旅
館
長
応
寺
江
着
、
対
話
、
皆
誤
解
ゆ
ヘ

来
翰
、
明
日
御
受
取
之
事
、
品
々
不
都
合
申
出
、
直
二
引
帰
す
、
夜

明
日
開
陽
艦
受
取
二
付
、
神
奈
川
江
出
張
、
同
所
江
夕
刻
ポ
ル
ス
よ
り

-
（7
)
土
岐
頼
徳
（
海
軍

＿奉
行
並
）

，
 

2
 



慶
応
三
年
五
月
二
十

一
日
＼
二
十
四
日

談
し
て
定
む
へ
し
、
是
迄
之
如
き
小
諸
侯
輩
政
府
之
官
に

我
邦
十
八
国
主
之
外
は
更
二
引
合
す
、
邦
家
之
事
此
十
八
国
主
と

泊
却
し
て
元
込
針
打
に
換
ゆ
る
也
と
、

之
手
銃
払
方
と
し
て
幣
敷
渡
来
、
尤
英
船
に
て
来
る
と
云
、

海
軍
に
て
蘭
人
江
被
遣
物
一
見
〇
聞
く
、

廿
四
日 あ

り
し
、
御
当
地
に
て
如
此
は
、
我
か
解
せ
さ
る
所
也
と
、
此
日
兵
部
殿
・

か
す
、
ゆ
へ
に
蘭
人
御
雇
之
事
御
断
り
に
可
及
と
の
事
に
て
済
た
り

是
よ
り
し
て
、
蘭
人
江
御
断
之
儀
、
其
詞
な
き
を
以
て
、
種
々
評
議

廿
三
日

(2
)
 

英
之
商
人
ガ
ラ
ハ
之
扱
に
出
つ
、
是
は
ミ
ニ

ー
或
は
弓
矢
を

廿
二
日 あ
り
、
我
か
愚
存
を
申
、
採
用
は
又
知
る
所
に
あ
ら
す

と
云

且
外
邦
人
之
評
に
て
は

（神
奈
川
）

此
頃
金
川
江
長
州

(l
)
 

河
内
殿
・
図
書
殿
井
役
々
出
席
な
り
し
か
、
更
に
彼
弁
解
を
聞

゜
3
 

ニ
ー
）
平
山
敬
忠
（
四
月

玉
右
年
寄
並

・
外
国
総
奉

一
行
と
な
る
）

一

(2
)
グ
ラ
バ
ー
（
イ
ギ

ー
リ
ス
貿
易
商
）



慶
応
三
年
五
月
二
十
四
日
＼
二
十
八
日

す
る
に
足
ら
す
、
直
二
上
阪
し
て
、

廿
八
日
長
応
寺
江
出
張
、
蘭
公
使
云
、
当
地
之
閣
参
は
事
を
談

(
5
)
 

小
栗
江
蘭
人
御
雇
御
断
二
付
、
小
拙
見
込
且
談
判
之
趣
意
を
話
す
、

同
人
も
同
意
也
、

共
相
願
候
旨
言
上

（神
奈
川
）

蘭
人
ポ
ル
ス
井
士
官
宛
而
江
被
下
物
、
内
田
恒
次
郎
金
川
江
持
参

此
儀
を
見
合
、

廿
七
日 御
達
あ
り

一
旦
書
翰
を
以
而
当
地
之
閣
老
江
其
転
末
を
問
ハ
む

(
6
)
 

大
君
に
対
し
て
述
へ
む
と
、

終
に

海
軍
局
之
者
操
上
之
儀
、
肥
後
殿
江
申
立
、
是
非

ヘ
く
間
、
右
之
心
得
に
て
談
判
可
致
旨
、

廿
六
日

廿
五
日

(
3
)

（

4
)
 

兵
部
殿
よ
り
之
御
沙
汰
、
肥
後
殿

蘭
人
御
屈
之
儀
断
可
申
、
且
時
機
に
因
て
は
、
拙
、
和
蘭
国
迄
も
被
差
遣

な
れ
は
、
小
侯
は
国
之
政
事
を
知
ら
さ
れ
ハ
也
と

在
て
国
家
の
事
を
議
す
る
者
は
、
邦
家
に
害
あ
り
、
如
何
と

-（
3
)
稲
葉
正
巳
（
老
中

＿
格•
海
軍
総
裁
安
房

ー
館
山
藩
前
藩
主
）

_
(
4
)
大
関
増
裕
（
若
年

ー
寄
•
海
軍
奉
行
下
野

一
黒
羽
藩
主
）

-
（5
)
小
栗
忠
順
（
勘
定

一
奉
行
•
海
軍
奉
行
並
）

-
（6
)
徳
川
慶
喜
（
十
五

一
代
将
軍
）
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慶
応
三
年
五
月
二
十
八
日
＼
六
月
八
日

八
日
七
日
伝
習
所
旧
海
軍
局
江
、
英
之
士
官
井
惣
督
及
ヒ
公
使
出
張

六
日

御
返
翰
取
調
差
出

持
方
御
金
井
被

召
出
等
之
事
あ
り

蘭
公
使
よ
り
之
書
翰
御
返
答
平
山
氏
取
調
差
出

(
4
)

（

5
)
 

英
之
サ
ト
ウ
よ
り
、
如
来
寺
建
物
之
儀
二
付
惣
督
江
書
翰
差
出
、
小
子

よ
り
返
答
差
出
置

(
3
)
 

五
日
蘭
よ
り
帰
国
せ
し
庄
八
初
、
時
計
工
大
工
御
賞
と
し
て
御
扶

（神
奈
川
）

筑
前
乗
組
金
川
江
着
船

(l

)

(

2
)
 

四
日
奇
捷
船
壱
岐
守
殿
御
乗
組
二
而
帰
帆
、
富
士
艦
服
部

三
日
二
日
六
月
朔
日

廿
九
日 と
云

ニ
ー
）
小
笠
原
長
行
（
老

工
中
・
外
国
事
務
総
裁

韮
叫
前
唐
津
藩
世
子
）

一
(
2
)
服
部
常
純
（
海
軍

乙
奉
行
並
）

二
3
)
古
川
庄
八
（
水
夫

了
小
頭
）

ニ4
)
イ
ギ
リ
ス
公
使

一
館
日
本
書
記
官
代
理

-（
5
)
ケ
ッ
ペ
ル
（
イ
ギ

ロ
リ
ス
海
軍
中
将
）
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慶
応
三
年
六
月
八
日
＼
二
十
日

十

六

日

十

七

日

十

八

日

十

九

日

廿

日

此
日
、
浜
に
て
会
議
有
之
由

十
五
日

本
日
不
快
引

十
四
日
長
鯨
帰
帆
甲
賀
・
小
林
四
ッ
時
御
用
召
有
之
、
其
他
操
揚
之

十
二
日

+
＿
日
本
日
、
蘭
公
使
江
到
り
、
過
日
よ
り
之
士
官
断
之
事
談
判
、
大
二
都

十
日

九
日

談
二
及
ふ
、
井
日
本
海
図
を
談
す

合
よ
く
、
大
低
落
着
す

兵
部
殿
江
昨
日
之
転
末
言
上

十
三
日皆

御
採
用
夫
々
被

仰
付
と
聞
く

不
快
頼
合

英
之
軍
艦
惣
督
を
訪
ふ
、
公
使
二
日
本
図
・
摂
海
之
国
図
を
送
る
、
北
海
の

(
6
)

（

7
)
 

英
之
軍
艦
惣
督
・
公
使
同
断
、
壱
岐
守
殿
御
宅
応
接
あ
り
、
出
席

-

（

6
)
ケ
ッ
ペ
ル

—(
7
)パ
ー
ク
ス

ニ8
)
甲
賀
源
吾
（十
五

一日

軍
艦
役
勤
方
と
な

;Q) 

二
9
)
小
林
文
次
郎
（
同
）
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慶
応
三
年
六
月
二
十
一
日
＼
七
月
―
―
―
日

三
日
二
日
七
月
朔
日

廿
九
日 兵
部
殿
江
開
陽
之
窮
迫
井
御
船
々
御
囲
場
所
之
事
言
上

廿
八
日

廿
七
日
讃
州
、
開
陽
丸
之
事
二
付
引
籠
御
届
出
ル

廿
六
日

廿
五
日

廿
四
日

(
l
)
 

長
応
寺
江
行
く
、
本
日
按
針
役
フ
ロ
ー
ム
之
事
二
付
、
公
使
兵
部
殿
江
書
翰

廿
三
日

廿

二

日

登

営

差
出
す

廿
＿
日

会
議
断
差
出

-
(l
)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

ー
ク
（
オ
ラ

ン
ダ

総
領

一
事
・
外
交
事
務
官
）

ニ2
)
矢
田
堀
鴻
（
軍
艦

証）
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慶
応
三
年
七
月
四
日
＼
十
七
日

十
七
日

(
5
)
 

十
六
日
原
田
吾
一
軍
艦
役
並
格
海
軍
伝
習
取
締
被
仰
付

十
五
日
御
勘
定
江
運
送
船
引
渡
之
事
申
上

十
四
日

十
三
日

十
二
日

（
ア
メ
リ
カ
）

十
一
日
小
鹿
美
里
堅
国
江
為
留
学
遣
す
二
付
、
横
浜
迄
出
立

十
日
肥
後
殿
蘭
公
使
江

閾
公
使
よ
り
、
翔
鶴
船
御
修

御
尋
問
覆
之
事
、
同
国
公
司
取
扱
方

之
義
二
付
書
翰
差
出
す

九
日

(
3
)

（

4
)
 

八
日
榎
本
・
沢
御
抜
擢
有
之

七
日
六
日
五
日
四
日

ニ3
)
榎
本
武
揚
（
こ
の

一
日
軍
艦
頭
並
と
な
る
）

二
4
)
沢
太
郎
左
衛
門

-
（
こ
の
日
軍
艦
役
並
と

ー
な
る
）

-（
5
)
原
田
一
道
（
砲
兵

5
 

一
差
図
役
頭
取
よ
り
転

3

査
）



慶
応
三
年
七
月
十
七
日
＼
二
十
八
日

廿
八
日

廿
七
日

廿
六
日

廿
五
日
此
日
、
浜
二
而
俸
禄
俸
金
江
引
直
之
事
二
付
集
会

廿
四
日

廿
三
日

新
発
明
一
見

（神
奈
川
）

本
日
、
金
川
よ
り
コ
ル
ラ
ー
ド
出
帆
、
小
鹿
美
里
堅
江
行
く
、
昨
夜

（
マ
マ
）

之
便
二
而
云
、
英
公
司
ガ
ラ
ル
ヲ
ル
ス
よ
り
頻
ま
れ
た
る
由
二
而
、
小
鹿

華
盛
頓
迄
同
行
す
と
聞
く
、
依
之
万
事
大
都
合
と
成
る

(4
)
 

長
崎
に
て
英
之
水
夫
弐
人
・
美
之
水
夫
壱
人
・
唐
人
弐
人
殺
害
せ
ら
れ

(2
)
 

廿

一

日

肥

後
殿

・
赤
松
同
行
、

善
福
寺
米
利
公
使
江
尋
問
、
榔
弾
之
火
管

廿
二
日

廿
日
十
九
日

十
八
日 (l

)
 

安
井
完
治
、
軍
艦
役
被
仰
付

一
(l
)
安
井
畑
蔵
（軍
艦

ー
役
勤
方
よ
り
転
役
）

ニ2
)
フ
ァ
ル
ケ
ン
プ

：
ル
グ
（
ア
メ
リ
カ
特
命

云
上
権
公
使
）

-

（

3
)
J
.
G
・
ウ
ォ
ル

ロ
シ
ュ
（
ア
メ
リ
カ
貿
易

ー
商
も
と
長
崎
領
事
）

二
4
)
イ
カ
ル
ス
号
事

一
件
で
殺
害
さ
れ
た
水
夫

二
ノオ

ー
ド
・
ホ

ッ
チ
ン

芦
ッ
ス

二
5
)
ア
メ
リ
カ
人
水

工
夫
ポ
ル
ケ
ン
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慶
応
三
年
七
月
二
十
八
日
＼
八
月
十

一
日

十
一
日

(
8
)
 

十
日
本
日
、
京
都
二
而
監
察
原
市
之
進
殺
害
せ
ら
る
と
云

九
日
八
日
七
日
六
日
五
日
四
日
三
日
二
日
八
月
朔
日

(6
)

（

7
)
 

蘭
公
使
留
守
二
付
、
書
記
官
江
附
シ
、
肥
後
殿
よ
り
ボ
ー
ト
イ
ン
江
之
御

書
翰
井
兵
部
殿
よ
り
公
使
江
之
御
書
翰
等
届
方
頼
ミ
置
く

廿
九
日 た
り
と
聞
く
、
或
は
云
、
英
之
軍
艦
悉
く
長
崎
江
廻
り
た
る
か
と

-
（6
)
ク
ラ
イ
ン
チ
ェ

ニ
ス
（
オ
ラ
ン
ダ
書
記
生
）

A
 

一カ二
7
)
ボ
ー
ド
イ
ン
（
オ

ご
フ
ン
ダ
人
医
師
）

-

（

8
)
目
付

二
戸
藩
士

も
と
水
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慶
応
三
年
八
月
十
二
日
＼
十
八
日

十
八
日

(
5
)

(
6
)
 

十
七
日
松
平
大
隅
•
佐
藤
与
之
助
江
書
状
遣
す

届
方
頼
ミ
遣
す

本
日
、
ボ
ー
ト
ウ
ィ
ン
江
肥
後
殿
よ
り
之
御
書
翰
、
長
応
寺
蘭
書
記
官
江

（陪
）

肥
後
殿
江
倍
従
、
泉
岳
寺
英
館
圧
到
り
、
教
師
之
手
続
を
聞
く

十
六
日

(
4
)
 

英
公
使
井
海
軍
都
督
、
浜
江
来
る

十
五
日 申

と
云
、
附
て
は
乗
組
之
者
我
門
生
中
よ
り
借
受
た
＜
旨
也

十
三
日

(l
)

(
2
)
 

紀
之
久
能
丹
波
守
よ
り
来
翰
、
岩
橋
轍
輔
持
参
、
内
頼
之
事
ヲ
聞
く

加
納
次
郎
作
来
る
、
運
送
船
御
勘
定
所
二
而
引
受
た
る
二
依
て
、
同
人
皆
御
預

本
日
、
京
師
之
事
を
聞
く

十
四
日

十
二
日

—(
l
)久
野
純
固
（
紀
州

五
滞
家
老
）

一
(
2
)
紀
州
藩
士

ニ3
)
神
戸
の
廻
船
問

ー屋-（
4
)
ケ
ッ
ペ
ル
（
イ
ギ

；
ノ
ス
海
軍
中
将
）

ニ5
)
松
平
信
敏
（
大
目

五
n)
二
6
)
大
坂
鉄
砲
奉
行
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慶
応
三
年
八
月
十
九
日
＼
二
十
八
日

廿
八
日

廿
七
日 紀
藩
両
人
来
る
、
久
野
丹
波
江
一
封
遣
す

廿
六
日 岩
橋
轍
輔
来
る
、

廿
五
日

廿
四
日

五
代
江
向
ケ
壱
封
遣
す

英
公
使
江
引
合
、
寄
宿
所
夫
々
復
旧
之
説
な
り

廿
三
日

廿
二
日 談
あ
り

英
公
使
江
談
判
、
江
戸
二
寄
宿
不
宜
敷
、
金
川
弁
天
近
傍
江
可
引
之

廿
＿
日

(
7
)
 

廿
日
英
館
江
行
く
、
ツ
ル
ー
プ
江
相
談

十
九
日

韮二
7
)
ト
ル
ー
プ
（
イ
ギ

ー
リ
ス
第
三
補
助
官
）

一

(
8
)
パ
ー
ク
ス

海
舟
門
下
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慶
応
三
年
八
月
―

―十
九
日
＼
九
月
十

一
日

十
一
日

十
日
九
日

八
日

百

聞
く
、
御
収
納
は
米
四

□万
石
、
御
金
百
万
金
、
運
上
は
八
万

会
議

せ
し
む
米
国
公
使
江
行
く
、

日
本
測
量
図
を
以
て
同
国
之
士
官
一
見

(2
)
 

七
日
鵜
殿
団
次
郎
、
今
日
御
用
召
出
つ

六
日
五
日
四
日
三
日
二
日

晦
日
廿
九
日

(l
)（
桓
）

海
軍
士
官
集
会
之
事
申
立
、
井
垣
輔
已
上
六
人
抜
擢
之
事
申
上

九
月
朔
日

゜
4
 

ー

(
l
)
塚
本
明
毅
（
軍
艦

玉
役
勤
方
）

ニ2
)
越
後
長
岡
藩
士

一
こ
の
日
軍
艦
役
格
と
な

：
る



慶
応
三
年
九
月
十

一
日
＼
十
九
日

十
九
日 (

6
)
 
大
久
保
一
翁
来
訪

十
八
日

十
七
日

十
六
日

会
議

十

五

日

登

営

十

四

日

帰

府
所
々
一
見
、
夕
刻
帰
船
、
直
二
金
川
江
帰
る
、

(
5
)
 

江
行
き
、
ウ
ェ
ル
ニ
ー
氏
二
面
会
、
蝠
龍
船
江
一
泊

両
、
兵
賦
金
四
拾
幾
万
両
、

此
内
、
製
鉄
所
年
々
四
拾
五
万
両
、
陸
軍
月
々
五
万
両
、
同

伝
習
年
々
拾
三
•
四
万
金
也
と
云

一
泊

(
4
)
 

開
陽
運
転
、
兵
部
殿
・
肥
後
殿
御
出
、
千
代
田
形
に
て
横
須
賀

十
三
日開

陽
近
日
出
帆
之
御
沙
汰
有
之

十
二
日

（
マ
マ
）
織
殿
今
日
よ
り
引
込

二
3
)
稲
葉
正
巳
（老
中

五格
•
海
軍
総
裁
安
房

ー
館
山
藩
前
藩
主
）

-（
4
)
大
関
増
裕
（
若
年

ぷ
苛
•
海
軍
奉
行
下
野

一
黒
羽
藩
主
）

ニ5
)
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
（
横

賓
賀
製
鉄
所
首
長
）

二
6
)
勤
仕
並
寄
合
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慶
応
三
年
九
月
十
九
日
＼
二
十
六
日

廿
六
日

廿
五
日

廿
四
日

廿
三
日本

日
、
開
陽
大
坂
江
出
帆

廿
＿
日

本
日
、
物
成
半
減
上
納
、
御
役
料
御
役
扶
持
御
廃
止
、
俸
金

廿
二
日
米
之
公
使
御
浜
江
来
ル
、
写
真
有
之

廿
日
出
殿
よ
り
旧
海
軍
所
江
見
廻
英
公
使
来
ル

其
国
之
頑
民
を
発
か
む
と
欲
す
る
者
賊

火
薬
四
百
頓
買
入
た
り
と
、

お
も
ふ
に
国
人
英
と
一
戦
し
て

自
分
も
同
所
二
滞
在
す
と
、

又
聞
く
、
土
州
二
而
横
浜
商
船
よ
り

(3
)

（

4
)
 

蘭
公
使
江
尋
問
聞
く
、
英
之
惣
督
長
崎
江
軍
艦
呼
寄
せ
置
、

(2
)
 

公
使
江
頼
ミ
送
り
遣
す

米
国
軍
艦
シ
ャ
ナ
ト
ア
江
、
江
戸
内
海
之
図
・
大
坂
内
海
之
図
共
二
二
枚

英
館
江
尋
問

讃
州
、
軍
艦
奉
行
並
兼
軍
艦
頭
被
仰
付

一
(
l
)
矢
田
堀
鴻

ニ2
)
フ
ァ
ル
ケ
ン
プ

：ル
グ
ニ3
)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

一ク
一
(
4
)
ケ
ッ
ペ
ル

—(
5
)パ
ー
ク
ス

42 



慶
応
三
年
九
月
二
十
六
日
＼
十
月
朔
日

Thomas Walch 

十
月
朔
日

(
9
)
 
リ
ン
ド
ウ
氏
江
も
面
会
す

跡
之
諸
事
は
、

タ
ン
ト
ウ
氏
引
請
世
話
可
致
旨
申
聞
ル
、

（
マ
マ
）

ワ
ル
ス
氏
当
年
は
一
度
帰
国
い
た
し
へ
き
也
、

カ
子
ハ
ム
と
云
者
近
々
帰
国
二
付
、
書
翰
可
届
と
云
、

一
封
ヲ

之
住
人
ホ
ス
ベ
ル
ス
氏
江
委
細
頼
ミ
遣
し
候
旨
話
有
之
、

且

(
8
)
 
ワ
ル
ス
氏
を
尋
ぬ
、
同
人
云
、
小
鹿
事
は
、
懇
意
家
ポ
ス
ト
ン

廿
九
日 (

6
)

（

7
)

之

英
之
海
軍
教
頭
井
士
官
壱
人
着
旨
申
越
す

廿
八
日 被

下
置
候
趣
被
仰
渡

公
使
よ
り
、
兵
部
殿
書
翰
来
る

教
頭
為
尋
問
、
横
浜
江
出
張
、

同
人
江
託
す
、

海
軍
教
士
下
等
士
官

昨
日
＞ヽ

A
J

英
之
教
師
下
等
士
官
着
之
趣
両
人
、

、J
>

ヽ
＞
ヽ

A

J

>

‘

>

ヽ

＞

J

>

ヽ

＞

ヽ

廿
七
日

昨
日
横
浜
江
着
之
旨

-（
6
)
ト
レ
ー
シ
ー
（
イ

ー
ギ
リ
ス
海
軍
中
佐
）

二
7
)
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
砲

一
術
方
士
官
）
か

-

（

8
)
T
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

-
（
ア
メ
リ
カ
貿
易
商
J
.

-
G
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
兄
）

-

（

9
)
横
浜
リ
ン
ド
ウ

一
商
会
会
主
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慶
応
三
年
十
月
朔
日
＼
六
日

六
日
五
日
四
日

三
日

（陪
）

蘭
公
使
江
兵
部
殿
・
肥
後
殿
御
出
、
御
倍
従

書
翰
に
て
申
来
る

二
日

英
之
教
頭
旧
局
江
引
移

師
之
手
続
相
談

同
日
英
館
江
行
く
、
教

書
記
官
ツ
ル
ー
プ
よ
り
来
翰
、
明
後
日
教
頭
江
戸
二
来
る
へ
き
由
、

を
話
す

説
な
り
、
ゆ
へ
に
帰
り
来
り
委
細
を
閣
老
二
説
く
云
々
の
密
説

(3
)
 

之
水
卒
殺
害
人
は
槌
二
不
分
、
平
山
氏
と
説
不
合
、
甚
夕
悪

昨
日
、
英
之
書
記
官
サ
ト
ウ
氏
江
面
会
、
同
人
云
、
長
崎
二
而
英

教
頭
テ
レ
シ
氏
井
士
官
ウ
ェ
ル
ソ
ン
江
面
会
、
来
着
ヲ
賀
す

_

（

1
)

ト
レ
ー
シ
ー

4
 
4
 

一
(
2
)
ウ
ィ
ル
ソ
ン

二
3
)
平
山
敬
忠
（
若
年

ふ
苛
並
・
外
国
総
奉
行
）



慶
応
三
年
十
月
七
日
＼
十
日

十
日

英
艦
井
英
公
使
之
館
江
尋
問
、
其
労
ヲ
謝
す
、
出
帆
は
多
分

肥
田
氏
帰
府
、
蝠
龍
船
来
着
、
即
刻
帰
府

日
三
国
之
武
将
富
士
艦
江
来
り
、
部
屋
割
井
食
料
之
事
共

都
合
之
取
扱
有
之
候
挨
拶
と
し
て
、
甲
比
丹
コ
モ
ド
ー
ル
江
逢
接
、
即

(
4
)
 

九
日
英
之
通
弁
官
ウ
エ
ル
キ
ン
ソ
ン
周
旋

公
使
申
立
る
、

（神
奈
川
）

同
夜
急
速
金
川
江
出
張

八
日

兵
公
江
申
立
有
之
、
拙
、
同
艦
江
出
張
指
揮
す
へ
き
旨
、
英

今
夕
、
火
燈
之
事
二
付
、
富
士
艦
に
て
不
都
合
有
之
趣
、
公
使
よ
り

七
日

英
館
江
教
頭
来
着
、

万
事
之
挨
拶
と
し
て
出
張

（仏
）

（

マ

マ

）

英
艦
バ
ニ
リ
ス
ケ

・
払
郎
西
艦
ア
メ
ー
・
米
艦
江
尋
問
、

相
談
済
む
、

十
二
日
払
暁
可
然
と
云

教
頭
江
浜
に
て
御
饗
応
、
兵
公
・
肥
後
公
御
出
有
之

不

二
4
)
ウ
ィ
ル

キ

ン
ソ

ロ
ン（
イ
ギ
リ
ス
通
訳
生
）

ニ5
)
肥
田
浜
五
郎
（
軍

一
艦
頭
並
）

5
 
4
 



慶
応
三
年
十
月
十

一
日
＼
二
十
日

廿
日
英
公
使
よ
り
、
兵
部
殿
江
御
出
之
事
書
翰
二
而
申
立
る

十
九
日

十
八
日

0

十
七
日 夜
二
入
ト
レ
シ
ー
江
引
渡
済
む

0
英
教
師
士
官
二
人

・
下
等
二
人
・
水
卒
四
人
、
富
士
艦
に
て
江
戸
江
同
行

0
公
使
館
江
行
く

教
師
江
面
会
、
本
日
京
師
二
而
被
仰
上
之
大
事
件
御
達

十
六
日

十
五
日

0

十

四

日

出

帆

十
三
日

十
二
日

十

一

日

小

雨

登
営
、
火
燈
見
分
之
転
末
、
且
英
公
使
よ
り
富

士
艦
不
都
合
有
之
趣
申
立
、
其
始
末
申
上
ル
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慶
応
三
年
十
月
二
十
一
日
＼
二
十
二
日

過
激
輩
伯
州
大
山
江
集
会
、
国
事
を
傍
議
杯
云

節
薩
・
土
も
多
人
数
に
て
京
師
江
馳
登
る
と
云
々
、
亦

十
五
日

御
参
内
、
言
上
御
布
告
有
之
と
云
、
此
間
風
説
二
は

御
参
内
有
之
、

万
事
言
上
、
同
日
列
藩
江
御
趣
意
御
布
告
、

（仏
）

但
払
人
之
轍

英
公
使
江
給
料
其
他
之
事
件
引
合
二
倣
ふ

廿
二
日 且

諸
侯
よ
り
役
人
井
不
勤
江
京
師
二
而
被

御
書
付
御
達

教
師
は

二
ヶ
年
之

年
限
二
可

致
旨
、

日
本
周
囲

之
測
量

追
々
可
取

掛
、
教
師
ノ
ミ

に
て
は
間
に

合
申
間
敷
、

別
二
其
為
二

英
人
可
頼

事
可
然
と

云
事
、

海
軍
之
三

筋
は
、
陸

軍
メ
ヂ
ヨ
ー

に
当
れ
り
、
故

(
4
)
 

に

シ

ャ

ン

ノ

ワ

ン

長

藩

大

挙

し

て

来

り

、

よ
り
重
く
用
ゆ
へ
き
な
り
と
云

林
三
郎
・
一
翁
来
訪
、
林
か
云
、
京
師
二
而
当
月
十
三
日

歎
願
之
筋
申
立
る
と
云
、

仰
立
之

(l
)
 

本
日
、
兵
部
殿
・
縫
殿
殿
明
後
日
御
上
京
之
事
被

事
御
決
議

廿
一
日

且
其 仰

出
、

英
公
使
江
兵
部
殿
・
肥
後
殿
御
出
、
教
師
給
料
其
他
之

ニ
ー
）
松
平
乗
談
（
老
中

五
格
・
陸
軍

総

裁

信

濃

ぷ
E

野
口
藩
主
）

一

(
2
)
林
維
純
（
麹
町
教

乙
授
所
儒
者
も
と
会
津

一
藩
士
）

一

(
3
)
大
久
保
一
翁

-
（4
)

シ
ャ
ノ
ワ
ン
（
フ

ご
フ
ン
ス
陸
軍
参
謀
大
尉

一
遣
日
陸
軍
教
官
）
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慶
応
三
年
十
月
二
十
二
日
＼
二
十
五
日

之
歩
兵
上
京
、

兵
部
殿
・
縫
殿
殿
順
動
二
而
御
上
京

（仏
）

君
上
之
御
東
帰
を
希
ハ
む
と
、
此
説
官
吏
一
定
払
郎
伝
習

尤
之
如
く
成
る
を
希
哉
、
若
御
許
容
於
無
は
、

此
程
被

廿
三
日

英
人
江
逢
接
、
教
師
之
給
料
を

明
日
玉
落
知
ら
せ
有
之

上
納
金
下
案
、
下
御
勘
定
所
よ
り
御
殿
江
来
る
、

仰
出
有
り
し
よ
り
已
後
営
中
紛
々
、
皆
云
所
御
職
掌

廿
五
日 談
す
兵
卒
上
京

廿
四
日

（坂）

明
暁
兵
部
殿
・
縫
殿
殿
順
動
に
て
御
上
板
之
積

是
は
兵
部
殿
之
口
上
を
達
す
也

登
営
英
教
師
江
此
度
之
仰
渡
等
之
大
意
を
告
く
、

末
に
押
移
し
な
り
と
云

風
聞
紛
々
、
此
頃
土
州
之
建
言
有
之
、
終
に
前
件
之
転
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慶
応
三
年
十
月
二
十
六
日
＼
十

一
月
八
日

吾
一
開
成
所

江
移
転
之

事、
(
6
)
（桓）

跡
は
垣
輔

軍
艦
役
二
而

兼
勤
之

風
邪
弓

八
日
七
日

同
人
よ
り
書
翰
、
明
日
公
使
帰
府
二
付
可
来
旨

(
4
)

（

5
)
 

六
日
ツ
ル
ー
ブ
よ
り
書
翰
来
る
原
田
吾
一
•
松
濡
之
事
二
付
建
白

五

日

出

殿

二
日
三
日
此
頃
、
江
戸
江
過
激
輩
大
勢
入
込
、

四
日
評
紛
々
、
戒
心
有
之

暴
挙
あ
る
へ
き
の
風

肥
後
殿
江
一
書
を
呈
す

十
＿
月
朔
日

東
下
、
上
京
之
兵
卒
途
中
よ
り
引
返
す

晦
日

(
3
)
 

京
師
よ
り
御
目
付
牧
野
土
佐
上
京
之
兵
卒
差
止
と
し
て

廿
九
日
肥
後
殿
御
引
込
二
付
、
罷
出
、
云
々
相
談

廿
八
日

(2
)
 

昨
日
、
桜
井
貞
蔵
よ
り
火
燈
見
分
之
御
手
当
操
替
受
取

廿
七
日

(l
)
 

海
軍
教
師
、
壱
岐
殿
江
公
使
同
道
二
而
参
上

廿
六
日

玉
落
、
御
米
拾
弐
俵
入
米
、
御
金
弐
拾
両
卜
銭

受
取

一
(
l
)
小
笠
原
長
行
（
老

乙
中
・
外
国
事
務
総
裁

一
肥
前
唐
津
藩
世
子
）

二
2
)
海
軍
所
取
調
役

盃
粗
頭

-

（

3
)
牧
野
成
行

二
4
)
原
田

一
道
(
+
-

一
月
十
日
海
軍
生
徒
取
締

工
会
り
開
成
所
教
授
職
へ

一
転
任
）

-（
5
)
松
濤
権
之
丞
（
軍

伍
役
並
、
海
軍
伝
習
所

一
通
弁
掛
）

一

(
6
)
塚
本
明
毅
（
軍
艦

五役
、
生
徒
取
締
兼
務
）
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香
港
よ
り

横
浜
迄

慶
応
三
年
十

一
月
八
日
＼
十
一
日

事
(2
-） 

尤
団

二
江

情
実
委

細
可
談
候

事、但
頭
取

一
人

伝
習
掛
之

事、取
調
役
弐

三
人
抱
人

之
事
、

下
役
一
両

人
同
断
、

想が方
方
三
・
四
人

浜
局
江
通

詞
一
両
人

+＿日
十
日

九
日

（桓
）

仰
付
、
塚
本
垣
輔
生
徒
取
締
被

(
3
)
 

男
沢
精
一
郎
初
て
来
る
、
聞
く
、
小
山
之
島
津
淡
路
守
屋
敷
江
過

判
、
井
船
手
同
心
端
舟
稽
古
八
時
よ
り
之
所
、
九
時
よ
り
始
め

操
替
金
之
事
を
談
す

此
頃
、
十
組
問
屋
江
拾
万
両
、
十
人
衆
御
用
達
江
五
拾
万
両
、
両
山
江
廿
万

両
之
御
用
金
被

仰
付
よ
し
、
皆
証
書
を
賜
ひ
、
御
借
用
之
体
也
と
云

甲
比
丹
江
下
等
士
官
井
水
夫
給
料
之
内
操
替
可
致
旨
談

た
き
旨
申
談
、
承
知
有
之

激
徒
弐
百
五
拾
計
り
出
府
、
是
等
よ
り
江
戸
御
警
衛
之
事
厳

重
内
命
有
之
、
廟
廊
混
雑
す
と
云

原
田
吾
一
開
成
所
教
授
職
被

百
両
被
下
候
趣

(l
)
 

筑
州
同
道
、
公
使
館
江
尋
問
、
教
師
給
料
井
下
等
士
官
已
下

仰
付
、
御
手
当

一

(
l
)
服
部
常
純
（
海
軍

゜
5
 

一
奉
行
並
）

一
(
2
)
鵜
殿
団
次
郎
（
海

玉
手
生
徒
取
締
）

~
(
3
)島
津
忠
寛
（
日
向

一
佐
土
原
藩
主
）



慶
応
三
年
十
一
月
十

一
日
＼
十
六
日

飛
脚
船

賃上
等
士

官
四
人

弐
百
枚
ツ
、

外
八
人

百
枚
ツ
、

千
六
百

枚
本
国
よ
り

香
港
迄

之
給
料

井
諸
入
用

五
千
四

百
七
十

七
枚
六
十
ニ
セ
ン
ト

稽
古
用

書
籍
其

外
五
百
廿

ポ
ン
ド

十
七
シ
ェ
ル

リ
ン
グ

十
六
日

十
五
日 英
之
書
翰
御
返
答
案
認
差
出
す

十
四
日 和
解
御
城
よ
り
来
る
、
但
教
師
航
海
之
入
費
・
給
金
等
之
事
也

0
日
本
沿
海
図
出
来
二
付
、
閣
参
江
献
す

吉
原
に
て
歩
兵
喧
嘩
之
事
あ
り
此
暁
中
井
新
右
衛
門
江
盗
賊

築
州
江
教
師
尋
問
本
月
十
日
に
差
出
候
英
公
使
之
書
翰

二
百
万
程
成
れ
と
も
如
何
哉
、
勢
量
る
へ
か
ら
す
と
云

五
万
金
な
ら
て
は
上
納
集
ら
す
、
御
見
込
通
り
に
到
れ
は
惣
高

静
せ
り

0
御
家
人
よ
り
半
高
差
出
へ
き
旨
命
有
り
し
に
、

し
と
云
、
亦
都
下
暴
発
之
風
聞
に
て
、
営
中
紛
々
た
り
し
も
、
大
二
沈

聞
く
、
此
程
御
書
付
に
て
、
歩
兵
上
京
せ
し
に
よ
り
、
御
入
費
拾
四
・
五
万
を
失
ひ

十
三
日

十

二

日

出

営

丹
江
渡
す

い
ま
た

本
日
、
下
等
士
官
已
下
江
御
給
料
内
渡
、
惣
高
弐
百
七
拾
七
両
弐
分
、
甲
比
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慶
応
三
年
十

一
月
十
六
日
＼
二
十
三
日

尤
蝠
龍
船
近
々
出
帆
二
付
、
右
江
附
、
越

・
久
留
米
・
奥
平
江
之

届
物
皆
佐
藤
江
属
す

廿
三
日

(
6
)
 

教
師
教
授
之
時
其
他
規
則
之
事
相
談

0
大
坂
佐
藤
江
一
封
頼
ミ
、

廿
二
日

廿
＿
日
軍
艦
組
伝
習
願
之
者
一
同
教
師
江
引
合

廿
日
兵
部
殿
江
罷
出
、

云
々
相
伺

十
九
日

十
八
日

仙
台
家
老
但
木
土
佐
来
訪
、
艦
之
話
有
之

(4
)

（

5
)
 

昨
夜
、
回
天
に
て
兵
部
殿

・
縫
殿
殿
初
メ
帰
府
有
之

十
七
日

(2
)

（

3
)
 

は
竹
田
・
大
場
之
徒
な
り

(l
)
 

水
公
よ
り
御
手
当
不
出
、
官
よ
り
月
々
百
石
五
百
両
被
下
と
云
、
是

（囲）

肥
田
来
る
、
江
東
之
一
件
瓦
解
と
云
、
本
国
寺
之
水
府
家
臣
へ
は
、

~(
l
)
徳川
慶
篤
（
水
戸

一藩
主
）

一
(
2
)
武
田
耕
雲
斎
（
も

ー
と
水
戸
藩
執
政
元
治

口
一
年
刑
死
）

ニ3
)
大
場
一
真
斎
（
水

二
戸
藩
執
政
）

二
4
)
稲
葉
正
巳
（
老
中

3格
•
海
軍
総
裁
安
房

』館
山
藩
前
藩
主
）

ニ5
)
松
平
乗
誤
（
老
中

＿格

・
陸
軍
総
裁
信
濃

ニ
田
野
口
藩
主
）

-（
6
)
佐
藤
与
之
助
（
鉄

厨

奉

行

並

海

舟

門

ー下）
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慶
応
三
年
十
一
月
二
十
三
日
＼
二
十
八
日

朝
陽
は

C
1
1
)
E
1
2
)
 

何
礼
・
甲

源
両
人

生
徒
取

締
被
仰
付

甲
比
丹
横

浜
江
出
張
、

英
之
惣
督

来
着
二
因

る

廿
八
日 長
応
寺
よ
り
ハ
ヨ
ー
マ
ル
之
代
附
書
翰
差
越
す

教
師
江
兵
部
殿
二
而
御
招
き
之
事
を
談
、
十
二
月
朔
日
罷
出
候
趣
申
聞
ル

廿
七
日

(
3
)
 

廿
六
日
蘭
公
使
江
行
き
、

ハ
ヨ
ー
マ
ル
之
事
を
談
す
、

此
内
、
教
師
江
相
渡
給
料
は
戻
候
趣
也

四
千
弐
百
七
拾
弐
弗
七
二
八
六
相
渡
候
由

教
師
回
天
•
朝
陽
一
見
と
し
て
罷
越
、
同
道
、
朝
陽
稽
古
船
之
積
話
有
之

(7
)
 

蝠
龍
艦
出
帆
、
平
山
氏
乗
組

(
8
)

（

9
)

（

10) 

軍
艦
組
伝
習
本
日
よ
り
初
む
松
平
大
隅
・
酒
井
十
之
允
江
一
封
宛
、
但
木
土
佐
江

為
持
遣
す

、
教
頭
航
海
入
用
其
外
壱
万

（

神

奈

川

）

ウ

ィ

ル

キ

ノ

本
日
、
金
川
二
而
公
使
館
江
ノ
／
し

教
師
ゴ
ン
セ
ッ
ト
井
水
夫
同
心
三
十
人
、
朝
陽
江
乗
組
せ
候
事
を
談
す
、
他
に

ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
朝
陽
艦
江
水
夫
同
心
廿
人
程
乗
組
せ
可
申
旨
談
有
之

廿
五
日

廿
四
日

男
沢
江
船
図
差
遣
す

一

(
7
)
平
山
敬
忠
（
若
年

玉寄
並

・
外
国
総
奉
行
）

一

(
8
)
松
平
信
敏
（
大
目

五）
-

（

9
)
越
前
藩
士

-

（

10)
陸
奥
仙
台
藩
士

二
11)
何
礼
之
助
（
開
成

一所
教
授
並
•
海
軍
伝
習

ー
所
通
弁
掛
頭
取
）

—(
1
2
)甲賀
源
吾
（
軍
艦

ー
役
勤
方
）

-

（

13)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

ー
ク
（
オ
ラ
ン
ダ
総
領

一
事
・
外
交
事
務
官
）
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水
夫
廿
人

火
焚
十
五
人

士
官
五
人

右
乗
組

定
人
数

教
師
申

立

慶
応
三
年
十
一
月
二
十
八
日
＼
十
二
月
三
日

三
日

(
5
)
 

林
洞
海
両
人
可
被
仰
付
如
何
之
事
、
主
膳
殿
御
話

(
4
)
 

登
城
日
本
周
国
測
量
井
蘭
人
ボ
ウ
ト
イ
ン
之
取
扱
掛
松
本
良
順

二

日

休

晦
日

(l
)

（

2
)
 

京
極
主
膳
正
殿
海
軍
奉
行
、
稲
垣
若
狭
守
海
軍
奉
行
並
被
仰
付

兵
部
殿
江
教
師
井
士
官
罷
出

甲
比
丹
よ
り
差
出
ス

内
四
千
弐
百
三
十
三
枚
給
料
ニ
ヶ
月
分

四
千
七
百
四
拾
三
枚
六
拾
セ
ン
ト
百
八
十
八
枚
家
具
代
不
足
分

三
百
二
十
二
枚
甲
比
丹
預
り

教
師
江
朝
陽
乗
組
五
人
士
官
之
事
を
相
談

今
日
よ
り
四
日
迄
キ
リ
ス
ト
マ

ー
ス
ニ
付
、
伝
習
休

十
二
月
朔
日

廿
九
日
昨
日
、
肥
後
殿
よ
り
返
書
来
る

一
弗
は
四
シ
ル
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
百
枚
は
三
百
十
四
壱
分

ニ
タ
通
は
造
事
、
本
日
教
師
士
官
井
其
他
給
料
受
取
書

乗
組
之
者
服
章
可
定
事
、
大
工
乗
組
せ
候
事
、

ハ
ン
モ
ッ
ク
之
事
、

4
 
5
 

二
l
)

京
極
高
富
（
若
年

ニ
寄
・
御
国
内
御
用
取
扱

五
後
峰
山
藩
主
）

-
（2
)
稲
垣
太
清
（
近
江

贔
上
藩
主
）

ニ3
)
ボ
ー
ド
イ
ン
（
オ

ご
フ
ン
ダ
人
医
師
）

二
4
)
西
洋
医
学
所
頭



慶
応
三
年
十
二
月
四
日
＼
六
日

礼
之
助

手
伝
相
願
候
事

小
泉
亨

矢
野
隆
平

六
日

五
日

四
日

但
廿
八
本
、
長
サ
十
六
尺

〇
揖
新
規
可
造
候
事

0
英
人
ム
ー
デ
イ
よ
り
差
遣
候
間
、
右
之
小
使
壱
人
遣
し
附
置
候
事

〇
帆
縫
乗
組
せ
可
申
事

但
着
替
其
他
之
手
道
具
は
提
袋
二
い
た
し
候
事

0
乗
組
之
水
夫
・
火
焚
は
、
釣
床
為
持
遣
し
候
事
蒲
団
壱
ツ
宛

但
乗
組
水
夫
・
火
焚
は
一
様
之
衣
章
に
い
た
し
可
申
事

0
乗
組
可
成
丈
速
に
遣
し
可
申
候
事

但
教
師
之
申
付
之
通
諸
普
請

為
致
候
事

0
良
工
之
大
工
両
人
為
乗
組
可
申
之
事

教
師
よ
り
申
出
ヶ
条

(
8
)
 

備
後
殿
を
教
師
江
引
合
す

(
6
)

（

7
)
 

昨
日
、
立
川
帆
平
枠
之
事
井
田
口
俊
平
跡
式
之
事
、
懇
願
す

出
局
教
師
上
野
一
見
之
事
差
留
方
談
判
、
英
人
許
容
す

一取ニ5
)
奥
医
師

二
6
)
軍
艦
取
調
役
組

一
頭
勤
方

二
7
)
海
軍
所
御
用
掛

エ
十
一
月
十
八
日
死
去

-（
8
)
川
勝
広
運
（
若
年

ー寄
並
）

5
 
5
 



慶
応
三
年
十
二
月
六
日

を
切
掛
ケ
、
跡
よ
り
進
む
者
龍
馬
二
打
掛
、
其
内
同
所
江
談
話
に

名
札
請
取
、

0
横
浜
二
在
留
外
国
船
大
工
江
、
大
ボ
ー
ト
壱
艘
造
ら
せ
可
申
事、

諸
藩

内
商
船
は

一
艘
に
て

兵
庫
大
坂
二
は
、
英
米
併
せ
て
十
ニ

・
三
艘
悉
く
軍
艦
な
り

之
船
・
我
船
併
せ
て
十
七
・
八
艘
、
昨
日
午
后
、
明
石
之
方
よ
り
薩
・
芸
之

蒸
気
船
、
長
之
帆
前
船
三
艘
‘

-0

)

＝―

紺
地
二
白
紋
一
を
引
き
、
都
合
九

(
4
)
 

土
藩
後
藤
象
次
郎

寓
宿
、
此
頃
大
坂
江
下
り
不
居
合

本
月
十
五
日
夜
四
ッ
時
頃
、
京
三
条
通
り
油
屋

坂
本
龍
馬
を
尋
武
士
三
・
四
人
罷
越
、
案
内
を
請
候
故
、
取
次
之
者

二
階
江
上
り
云
々
申
聞
る
折
、
既
二
武
士
後
よ
り
取
次
之
者

(
6
)

（
マ
マ
）

参
り
居
候
同
藩
陸
エ
ン
隊
頭
吉
田
某
江
切
掛
、
両
人
共
痛
手
追
、

近
日
雑
聞

艘
当
所
を
通
り
抜
け
、
尼
崎
二
投
錨
云
々

大
坂
讃
岐
よ
り
来
状
、
先
月
晦
日
附
、

巧

(
2
)
 

主
膳
殿
・
若
狭
殿
教
師
江
初
而
御
逢
有
之

但
追
々
造
製
い
た
し
可
申
候
間
、
先
雛
形
二
壱
艘
外
国
人
江
為
造
候
事

ニ
ー
）
京
極
高
富

ニ2
)
稲
垣
太
清
（
海
軍

＿
奉
行
並
近
江
山
上
藩

一主
）

-
（3
)
矢
田
堀
鴻
（
九
月

〗
軍
艦
奉
行
並
と
な
る
）

-

（

4
)
土
佐
藩
土

-

（

5
)
志

士

土

佐

藩

玉
出
身
海
舟
門
下

-（
6
)
中
岡
慎
太
郎
（
志

玉
土
佐
出
身
）
の
こ
と
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慶
応
三
年
十
二
月
六
日
＼
七
日

西
洋
千
八

百
六
十
九
年

本
日
生
徒

入
寮七
拾

一
人

但
通
弁
共

七
日

上
京
之
よ
し

〇
廿
四
日
、
薩
船
天
保
山
沖
江
着
、
廿
五
日
暁
、
人
数

三
百
人
計
上
陸
、
大
坂
邸
内
江
入
る

同
日
、
肥
前
・
肥
後
之
船
大
坂
着
、
人
数
無
シ
、
国
産
積
廻
而
已

廿
五
日
、
薩
人
数
弐
百
人
計
京
地
出
立
、
大
坂
江
下
着
、
兵
庫
・
堺
江

西
洋

教
師
江
十
二
月
分
給
料
相
渡
、
洋
銀
弐
千
三
百
七
拾
壱
弗
七
拾
九
セ
ン
ト
五
分

洋
銀
百
枚
二
付
三
百
十
四
一
分
此
金
千
八
百
六
拾
一
両
一
分

一弗
四
拾
七
匁

一分替

内
先
月
預
ケ
置
分
弐
百
八
拾
七
両
弐
分
引

頃
伏
見
着
、
即
日
上
京
云
々

(
8
)
 

廿
六
日
上
京
、
廿
七
日
芸
之
大
守
父
子
人
数
大
勢
召
連
、
九
時

(
7
)
 

分
れ
参
候
由
、
同
日
紀
之
水
野
大
炊
頭
人
数
弐
百
五
拾
人
召
連
、

計
着
船
、
即
夜
上
京

同
日
、
土
州
家
老
争
石
主
計
上
下
五
拾
人
、

西
野
総
右
衛
門
五
拾
人

藩
村
瀬
丹
後
•
島
津
某
組
下
七
百
人
召
連
大
坂
着
、
即
夜

当
月
廿
二
日
、
土
藩
六
百
五
十
人
余
大
坂
着
之
趣
、
同
夜
八
ッ
時
薩

龍
馬
は
即
夜
息
絶
、
吉
田
は
暁
迄
死
き
ら
ぬ
趣

二
7
)
水
野
忠
幹
（
紀
州

一
藩
付
家
老
）

ニ8
)
浅
野
茂
長
（
芸
州

露
主
）
と
茂
勲
（
同
世

全）

7
 
5
 



（
力

）
此
氏
献
上

之
端
舟
之

出
来

慶
応
三
年
十
二
月
八
日
＼
十
三
日

浅
井
千
次
郎

小
笠
原
達
也

高
梨
庸
之
助

西
尾
祐
之
助

藤
本
政
之
助

マ
ー
一

右
、
乙
骨
其

他
江
差
継
、

寮
中
之
世

話
心
得
申
渡

朝
陽
船
江
甲
比
丹
同
行

十
三
日

十
二
日 E

d
u
a
r
d
 S
c
h
n
e
l
l
e
 

J
o
k
 4
4
 

人

水
夫
五
拾
前
釣
床
・
胴
服
・
股
引
共
申
附
る

H
a
m
a
n
n
 S
i
b
e
r
 

e
 
s
 

C
o
n
s
u
l
 
g

e

s

 
.
1
 u
 

n
e
r
a
l
 
d

e

s

 

la 
C
o
n
f
e
d
e
r
a
t
i
o
n
 

主
膳
殿
江
薗
鑑
三
郎
御
手
当
之
事
歎
願
井
回
天
之
事
言
上

(
2
)
 

瑞
西
国
書
記
官
井
公
使
江
逢
接
、
船
之
事
を
云

十
一
日

十
日

九
日

（仏
）

教
師
・
払
郎
人
両
人
同
道
、
芝
御
霊
屋
江
罷
越
す

゜
0
教
師
江
増
上
寺
御
霊
屋
拝
見
之
事
御
聞
済
之
趣
申
談
す

八
日

二
l
)
乙
骨
亘
（
の
ち
上

一
田
網
二
海
軍
伝
習
所

玉
皿
弁
御
用
手
伝
出
役
）

-（
2
)

シ
ベ

ー
ル
（
ス
イ

：
ス
総
領
事
代
理
）
お
よ

ー
び
書
記
官
の
ス
ネ
ル
、

応
ル
ゴ
ー

ニ3
)
海
軍
伝
習
所
翻

一
訳
掛
頭
取
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慶
応
三
年
十
二
月
十
三
日
＼
十
四
日

（三）

方

昨
日
、
園
鑑
二
郎
翻
訳
頭
取
被
仰
付
、
拾
人
扶
持
被
下
置

十
四
日

水
夫
同
心
稽
古
江
罷
出
候
者
は
、

御
船
江
英
人
往
来
井
滞
留
之
折
は
、
別
手
組
之
所
置
如
何
可
致
事

0
水
夫
同
心
廿
人
朝
陽
船
江
為
乗
組
候
事

〇
釣
床
嚢
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
五
拾
人
前
申
附
置
候
事

甲
比
丹
朝
陽
江
罷
越

両
人
二
而
一
方
宛
御
手
伝
被
下
候
様
致
度
候
事

一
、
端
舟
二
艘
出
来
二
付
、
釣
掛
候
所
御
出
来
之
事

一
、
御
場
所
江
旗
竿
御
取
建
之
事

0
英
下
等
士
官
両
人
同
船
江
為
乗
組
候
事

寄
宿
所
江
医
者
見
廻
せ
度
事

一
度
之
御
賄
弐
両
五
分
宛
之
積
り

申
上
置
候
間
、
右
二
而
朝
陽
乗
組
廿
人
江
当
分
御
賄
被
下
度
候
事

一
、
算
術
手
伝
両
人
、
但
俄
二
被
仰
付
候
共
、
何
礼
之
助
門
生
二
而
召
連

一
、
寄
宿
附
下
役
両
人
申
渡
度
候
事
、
井
小
使
部
屋
一
ヶ
所
御
取
建
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(
6
)
 
酒
井
右
京

被
免
伝
習

出
問
之
吹

聴
有
之

慶
応
三
年
十
二
月
十
四
日
＼
十
七
日

後
聞
無
之
と
云

御
参
内
、
十
一
日
夫
々
被

仰
出
有
之
之
由、

江
都
未
夕
定
信
不
聞
、
営

(
9
)
 

大
君
も
将
軍
之
御
職
被
為
脱
と
云
、

且
聞
く
、
此
月
十
日

有
之
、
我

(
7
)
（

伝

）

（

8
）

殺
気
あ
り
と
、
両
天
奏
衆

・
摂
政
殿
下
も
御
職
免

は
越
・
芸
・
薩

・
土
・
備
之
御
固
と
成
、
銃
装
抜
剣
、
頗
る

十
五
日

十
六
日

十
七
日

不
快
引

(2
)

父
子

3
)

聞
く
、
京
師
に
て
毛
利
御
免
、
職
位
如
元
、
三
条
殿
初
復
職
、

初
如
件

御
勘
定
所

右
、
是
は
当
卯
年
兵
賦
金
、
書
面
之
通
申
納
申
処

兵
賦
上
納
金
之
事
、

金
壱
両
壱
分

銀
拾
三
匁

慶
応
三
卯
年
十
二
月
廿
一
日

(
5
)
 

会
津
・
桑
名
依
願
御
役
御
免
、
会
は
二
条
城

二
入
、
九
門

上
納
申
兵
賦
金
之
事

軍
艦
奉
行

高
三
千
石
内
弐
拾
弐
石
地
方

勝

安

房

守

印

但
六
拾
目
替

(
1
)
 

織
田
和
泉
よ
り
申
来
る
右
鉄
三
郎
江
頼
ミ

下
役
江
納
方
為

致
候
事

一
(
l
)
織
田
信
重
（
勘
定

一
奉
行

・
箱
館
奉
行
）

-（
2
)
毛
利
敬
親
（
長
州

一
藩
主
）
と
世
子
広
封

-
（3
)
三
条
実
美
（
公
家

ー
も
と
国
事
御
用
掛
）

-
（4
)
松
平
容
保
（
京
都

五
羞
膜
職
会
津
藩
主
）

ニ5
)
松
平
定
敬
（
京
都

阿

司

代

伊

勢

桑

名

藩

ー主）
一
(
6
)
酒
井
忠
砒
（
越
前

五
敦
賀
藩
前
藩
主
）

二
7
)
飛
鳥
井
雅
典
・

五
口
野
資
宗
（
武
家
伝
奏
）

五
i

か

-

（

8
)
二
条
斉
敬

二
9
)
徳
川
慶
喜
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慶
応
三
年
十
二
月
十
七
日
＼
二
十
四
日

海
軍
伝
習
局
出
張
、
納
会

(

-
―

-

）
 

太
田
源
二
郎
よ
り
米
国
枠
よ
り
之
書
状
差
越
す
、
十
月
十
四
日
附
、
米
国
ロ
キ

シ
ョ
ボ
ロ
イ
着
之
旨
申
越
す

廿
四
日

廿
三
日

廿
日

一ロ 本
日
ニ
ノ
丸
炎
上
、
押
而
登
城
、
兵
部
殿
・
主
膳
殿
江
当
今
之
大
事
件
二
付
建

廿
二
日

廿
一
日

十
九
日

十
八
日 是
等
之
説
、
雲
藩
小
田
要
人
之
内
話

近
日
二
迫
る
、
愚
存
を
記
し
て
、
明
日
閣
老
江
呈
せ
む
と
す

中
上
者
、
十
六
日
頃
御
親
藩
江
右
等
之
談
有
り
し
と
云
、
天
下
之
安
危

一
(10)
神
奈
川
詰
の
英

ー
通
詞

—(
1
1
)勝小
鹿
（
海
舟
長

6
1

舅）



慶
応
三
年
十
二
月
二
十
四
日
＼
二
十
九
日

五
百
両
俸
金
引
当
二
而
局
よ
り
借
用

廿
九
日 拝
借
い
た
し
遣
す

(l
)
 

本
日
寄
宿
人
四
名
差
戻
之
事
井
甲
賀
•
松
岡
等
大
坂
江
被
差
遣
之
事

(
3
)

（
マ
マ
）

0
今
夕
、
英
之
海
軍
惣
督
キ
ッ
プ
ル
氏
当
所
江
因
来
、
小
子
江

明
日
出
張
可
面
会
之
旨
、
番
頭
申
聞
る

(6
)
 

何
礼
之
助
・
柳
屋
謙
太
郎
・
蘭
鑑
三
郎
江
百
五
拾
両
御
入
用
金
之
内

廿
八
日

(
4
)

（

5
)
 

出
局
ワ
ル
ス
よ
り
来
翰
、
何
子
江
和
解
頼
ミ
遣
す

廿
七
日

廿
六
日 0
出
局
英
之
惣
督
キ
ッ
プ
ル
江
面
会

薩
州
屋
敷
火
あ
り

廿
五
日 等

談
す

泊

-（
l
)
甲
賀
源
吾
（軍
艦

五
勤
方
、
海
軍
生
徒
取

一締）
—(
2
)松
岡
磐
吉
（
軍
艦

盃区
）
ニ3
)
ケ
ッ
ペ
ル

（イ
ギ

ニリ
ス
海
軍
中
将
）

-
(
4
)
T
・
ウ
ォ
ル
シ

~
ュ
（
ア
メ
リ
カ
人
貿
易

一
商
、
横
浜
ウ
ォ
ル

シ

ュ

-
1
1
ホ
ー
ル
商
会
経
営

一者）

-

（

5
)
開
成
所
教
授
並

一
海
軍
伝
習
所
通
弁
御
用

一頭
取

•

海
軍
生
徒
取
締

i
(
6
)
柳
谷
謙
次
郎
（
海

一
軍
伝
習
所
通
弁
掛
）
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慶
応
三
年
十
二
月
晦
日
＼
四
年
正
月
六
日

四正三そ
辰筐卯ご

六
日

五
日

四
日

末
申
上

登
城
兵
部
殿
・
主
膳
殿
江
軍
艦
役
之
事
申
立
、
此
頃
局
中
不
穏
、
右
等
之
転

願
ふ
、

(15
)
 

且
肥
田
氏
見
込
申
上
度
旨
建
言

（
マ
マ

(13) 

出
局
兵
公
·
主
公
江
、
局
之
事
井
鈴
藤
•
福
岡
軍
艦
役
江
転
役
之
願

伝
習
稽
古
初
メ

太
田
江
セ
ル
メ
ン
ト
船
之
事
承
二
遣
す

三

日

出

局

(9
)

（

10
)
 

松
平
大
隅
・
矢
田
堀
江
書
状
遣
す

(7
)

（

8
)
 

二
日
出
局
肥
前
殿
此
頃
甲
賀
•
松
岡
・
中
島
順
動
二
而
大
坂
江
出
帆

御

礼

登

城

正
月
元
日

晦
日

出
局

-
（7
)
土
岐
頼
徳
（
海
軍

—
奉
行
並
）

ニ8
)
中
島
三
郎
助
（
軍

ー
艦
役
勤
方
）

-
（9
)
松
平
信
敏
（
十
二

五
月
大
目
付
よ
り
大
坂
町

乙奉
行
に
再
役
）

二
10)
矢
田
堀
鴻
（
軍
艦

＿
奉
行
並
）

-
（11)
稲
葉
正
巳
（
老
中

一
格
•
海
軍総裁
安
房

ー館
山
藩
前
藩
主
）

_
（12)
京
極
高
富
（
若
年

ー
寄
•
海
軍
奉
行
・
御
国

一
内
御
用
取
扱
丹
後
峰

工
山
藩
主
）

一

(13
)
鈴
藤
勇
次
郎
（
軍

ー
艦
役
勤
方

八
日
軍
艦

韮
と
な
る
）

-

（

14)
福
岡
久
右
衛
門

二
軍
艦
役
勤
方
八
日

一
軍
艦
役
と
な
る
）

一
(15
)
肥
田
浜
五
郎
（
軍

3

艦
頭
並
）
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慶
応
四
年
正
月
七
日
＼
十
八
日

（
鉛
演
）x
 

(
2
)
 

十
八
日
越
前
江
参
与
二
差
出
書
付
頼
遣
ス

此
夜

十

七

日

海

軍

奉

行

並

被

仰

付

十
六
日

(l
)
 

十
五
日
空
議
参
政
堀
惑
死
於
御
用
部
屋
自
殺
す

十
四
日

十
三
日 御
東
帰

十
二
日

十
一
日
開
陽
帰
船

教
師
江
給
料
相
渡

洋
銀
弐
千
三
百
七
拾
一
弗
七
拾
九
セ

ン
ト
五
分

此
壱
分
銀
七
千
四
百
四
十
七
百
弗
二
付

金

千

八

百

六

拾

壱

両

三

分

銀

三
百
拾
四
替

九
日
当
月
三
日
、
京
師
二
而
変
有
之
旨
、
町
便
有
之

十
日

八
日

七
日

出
局

4
 
6
 

-
(
l
)

堀
直
虎
（
若
年

一
寄
・
外
国
総
奉
行
信

こ
濃
須
坂
藩
主
）

ニ2
)
松
平
春
嶽
（
慶
永



慶
応
四
年
正
月
十
九
日
＼
二
十
七
日

廿
七
日

廿
三
日今

夜
、
陸
軍
惣
裁
若
年
寄
被

廿
日

公
議
衆
会
之
事
建
言

所
あ
り
、
御
免
相
願
ふ

会
藩
三
村
勝
之
丞
来
る

米
国
よ
り
之
書
翰
太
田
よ
り
相
達
、
十
一
月
出

(
5
)
 

陸
軍
役
々
引
込
者
多
し
、
夜
仏
郎
ミ
ニ
ス
ト
ル
江
行
き
、
面
会

廿
六
日

廿
五
日 席
之
処
、
若
年
寄
次
席
と
可
心
得
旨
御
書
付
出
る

廿
四
日

廿
二
日

廿
一
日

十
九
日

（仏
）

（

3

）

（

4
)

今
朝
払
郎
教
師
シ
ャ
ノ
ワ
ン
来
訪
（
越
林
矢
五
郎
来
る

此
度
之
転
役
は
、
陸
軍
士
官
懇
望
申
立

に
因
て
被
仰
付

仰
付
、
若
年
寄
之
格
は
論
す
る

（託）

二
道
之
城
主
江
愚
存
書
付
廻
す
、
庄
内
家
御
留
守
居
江
詫
ス

一
議
定
越
前
藩
前
藩
主
）

-

（

3
)
フ
ラ
ン
ス
陸
軍

一
参
謀
大
尉
・
遣
日
陸
軍

五
叙
官

一
(
4
)
越
前
藩
士

-（
5
)

ロ
ッ
シ

ュ
（
フ
ラ

ロ
ン
ス
全
権
公
使
・
総
領

65
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内

二
百
両

御
殿
江
返

二
分
遣
物

卯
年十
二
月
分

三
百
―
―
―
十
三

両
壱
分
五
匁

二
月

慶
応
四
年
正
月
二
十
七
日
＼
二
月
十
日

十
日
九
日
八
日
七
日
此
夜
、

三
番
丁
之
歩
卒
五
百
人
計
脱
走
、
千
住
よ
り
奥
州
江
落
つ

六
日
西
丸
下
井
大
手
前
歩
卒
江
申
渡

五
日
四
日

（
八
王
子
）

出
張
、
歩
卒
は
八
王
寺
辺
江
引
、
乱
妨

二
番
丁
江
到
り
、
歩
卒
江
申
渡

(4
)
 

三

日

花

川
江
一
書
を
附
し
て
、

西
郷
•
海
江
田
江
送
る

二
日
朔
日
両
、
小
鹿
・
富
田
・
高
木
三
人
分
持
せ
遣
す
（
浜
武
・
山
田
持
参
ス
）

此
夜
、
三
番
町
屯
所
之
歩
四
百
人
計
脱
走
、
高
田
馬
場
井
板
橋
江

(l
)
 

廿
九
日
横
浜
ヲ
ロ
ス
方
江
、
太
田
源
三
郎
を
介
し
為
替
金
弐
千
三
百

廿
八
日 （仏

）
払
教
師
江
尋
問

-

（

l
)

T
 

一ユ-（
2
)
富
田
鉄
之
助
（
陸

[
奥
仙
台
藩
士
）
と
高
木

三一
郎
（出
羽
庄
内
藩
士
）

工J
も
に
海
舟
門
下
小

ー
鹿
に
随
行
し
て
渡
米

ー中
）
ニ3
)
浜
武
新
助
（
肥
後

＿
藩
足
軽
海
舟
門
下
）

-（
4
)
薩
摩
藩
士
か

一
(5
)
西
郷
隆
盛
（
薩
摩

一
藩
士
参
与
•
海
陸
軍

一
務
掛
）

-（
6
)
海
江
田
信
義
（
薩

一
摩
藩
士
桑
名
征
伐
参

五昧）

ウ
ォ
ル
シ
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廿
九
人

予
備
隊

慶
応
四
年
二
月
十
二
日
＼
十
七
日

四
番 番

九
人

五
拾
人

番
中
隊
八
十
弐
人

番
同
拾
弐
人

(12
)
 

十
七
日
越
之
本
多
修
理
江
託
し
、
参
与
江
一
書
を
呈
す

0
参
政
井
藤
沢
江
一
書
を
送
る

(10) 

十
六
日
医
学
館
井
松
本
良
順
方
手
負
尋
問

(
9
)
 

左
衛
門
江
遣
す

0
太
田
源
三
郎
江
頼
、
闇
公
司
江
鉄
筒
払

八
王
寺
江
脱
走
之
兵
卒
弐
百
人
計
新
宿
迄
帰
る
、
申
諭
武
蔵
孫

十
五
日
此
夜
、
小
頭
政
吉
悪
意
有
之
、
小
頭
忠
吉
を
切
殺
シ
出
奔
ス

出
営

（
暁
脱
力
）
（

7
）

此
払
、
君
上
東
台
江
御
移
有
之
、
陸
軍
頭
並
已
下
江
於
西
丸
屯
所
説
諭
、

大
低
青
色

十
三
日

(
8
)
 

シ
ャ
ノ
ワ
ン
江
尋
問
、
同
人
公
使
二
達
二
因
て
、
近
々
横
浜
江
引
取
と
云

英
教
師
江
尋
問

之
方
申
試
む

松
井
某
を
訪
ふ
、

不
逢

0
本
願
寺
下
妻
井

十
四
日

十
二
日

「小
川
町
屯
所
二
而
働
之
一
番
大
隊
ヲ
労
ふ

二
7
)
徳
川
慶
喜

一

(
8
)

ロ
ッ
シ
ュ

二
9
)
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ

ー
ク
（
オ
ラ
ン
ダ
総
領

ー
事
・
外
交
事
務
官
）

-

（

10)
西
洋
医
学
所
頭

—
取
-（
11)
藤
沢
次
謙
（
陸
軍

7
 

5

副
総
裁
）

6

-

（

12)
越
前
藩
家
老



東
台拝
趨

慶
応
四
年
二
月
十
八
日
＼
三
月
二
日

(6
)

（

7
)
 

二
日
松
濤
已
下
手
附
被
仰
付
、
薩
人
三
人
御
預
被
命
、
受
取
る

三
月
朔
日

(5
)
 

江
川
隼
太
手
附
被
仰

晦
日
廿
九
日

(4
)
 

廿
八
日
信
太
手
附
被
仰
付

廿
七
日

廿
六
日

廿
五
日

此
日
、
陸
軍
惣
裁
御
免
、
軍
事
取
扱
候
様
被

廿
四
日
確
堂
公
江
参
上
、
本
所
江
行
、
藤
沢
ヲ
訪
ふ

廿
三
日

廿
二
日

(2
)
 

廿
＿
日
唐
津
老
侯
・
男
谷
•
本
目
を
訪
ふ

(l
)
 

廿
日
川
勝
江
行
く
、

十
九
日

十
八
日

心
裡
を
申
す

仰
付

一
(
l
)

川
勝
広
運
（
若
年

ぷ
可
、
国
内
御
用
取
扱
）

—(
2
)小
笠
原
長
行
（
肥

ー
前
唐
津
藩
世
子
十
日

一
老
中
を
罷
免
）
か

ニ3
)
松
平
確
堂
（
斉
民

一
美
作
津
山
藩
前
藩
主
）

ニ4
)
信
太
歌
之
助
（
軍

―
事
掛
手
附
・
総
房
一
元
一州

一
鎖
静
方
）

-
（5
)
江
川
永
脩
（
軍
事

五
掛
手
附
）

-（
6
)
松
濤
権
之
丞
（
軍

扉
掛
手
附
・
武
総
鎖
撫

五）
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慶
応
四
年
三
月
三
日
＼
十
四
日

〔

十
三
日

十
四
日
西
郷
吉
之
助
江
面
会
、
天
下
之
大
勢
愚
存
書
を
送
く
る

十
二
日

十
一
日

十
日
九
日
八
日
七
日
六
日

五
日
四
日

三
日

(
8
)

（

9
)
 

益
満
休
之
助
を
同
行
し
て
、
山
岡
鉄
太
郎
駿
府
江
出
立
、
西
郷
軍
門
江

一
書
を
寄
す

西
郷
江
再
会
、
諸
有
司
之
歎
願
書
相
渡
し
、
愚
存
を
述
ふ
、
井
同
人

た
A

み
具
足

信
太
江
弐
百
両
井
大
砲
・
小
筒
・
長
沓
等
拝
借
相
済

i
(
7
)
益
満
休
之
助
・

玉
肥
後
七
左
衛
門

・
南
部

一
弥
八
郎
（
薩
摩
藩
士
）

-
（8
)
山
岡
鉄
舟
（
精
鋭

玉
隊
頭
）

-
（9
)
西
郷
隆
盛
（
薩
摩

露

士

参

与

・

大

総

督

阿
参
謀
）

，
 

6
 



慶
応
四
年
三
月
十
四
日
＼
十
九
日

十
九
日 新
宿
二
陣
す
る
土
州
家
隊
、
尾
州
上
屋
敷
江
操
込

十
八
日 (

5
)
 
0
田
安
江
殿
中
引
移

十
七
日

(4
)
 

品
川
に
て
相
良
已
下
先
鋒
隊
長
二
引
合

十
六
日

0
な
り
と
云
、
嗚
呼
、
上
下
皆
規
模
狭
小
に
し
て
邦
家
を
誤

御
門
主
之
陪
僧
覚
王
院
明
日
帰
府
を
聞
く
、
歎
願
頗
る
不
利

十
五
日 督

府
伺
と
し
て
明
日
出
立
、
依
て
明
十
五
日
江
城
侵
撃
之
日
限
延

(l
)

（

2
)
 

聞
＜
‘
-
橋
殿
軍
門
江
降
参
、
御
門
主
は
形
勢
不
分
明
之
御
挨
拶

多
く
し
て
、
諸
隊
頗
る
疑
念
を
生
す
る
の
内
話
あ
り

す
、
独
微
臣
の
力
是
を
支
ゆ
る
不
能
、
打
胸
長
歎
す

相
良
江
一
書
を
送
く
る

引
之
命
を
下
た
さ
む
と
云
、

小
拙
此
両
日
は
全
力
を
以
て
談
判
す

ニ
ー
）

一
橋
茂
栄
(
-
橋

ニ
家
当
主
も
と
尾
張
藩

：
主
徳
川
茂
徳
）

二
2
)
輪
王
寺
宮
公
現

一
法
親
王

ニ3
)
覚
王
院
義
観
（
寛

て
氷
寺
執
当
）

ニ4
)
相
良
長
発
（
治
部

一
薩
摩
藩
士
東
海
道
先

乙鋒
隊
）

-

（

5
)
こ
の
記
事
が
十

二
ハ
日
に
入
る
こ
と
を
示

ニ
す
か
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慶
応
四
年
三
月
十
九
日
＼
二
十
七
日

有
之

(12)

（

13) 

英
公
使
井
同
国
海
軍
惣
督
キ
ッ
ペ
ル
氏
江
面
談
、
懇
切
之
話

大
原
殿
江
参
上

廿
七
日

廿
六
日

廿
五
日

廿
四
日

廿
三
日

(lo) 

肥
前
島
団
右
衛
門
来
る
、

(11) 
大
原
殿
横
浜
江
着
、

内
話
有
之

横
浜
江
行
く
、
大
原
殿
江
拝
趨
、
天
下
之
形
勢
を
以
而
説
破
す

(
8
)

（

9
)
 

薩
邸
肥
後
井
南
部
出
立
之
事
申
聞
ル

廿
二
日 上
京
之
話
あ
り

(
7
)
 

廿
一
日
英
人
サ
ト
ウ
来
訪
、
当
節
之
我
所
置
宜
敷
旨
話
有
之
、
西
郷
吉
之
助

廿
日

信
太
よ
り
藤
代
昌
使
と
し
て
来
る

(
6
)
 

法
王
東
帰

~(
6
)公
現
法
親
王

二
7
)
イ
ギ
リ
ス
公
使

ー
館
日
本
書
記
官
代
理

ニ8
)
肥
後
七
左
衛
門

-
（
薩
摩
藩
士
）

二
9
)
南
部
弥
八
郎
（
同
）

{（
10)
島
義
勇
（
肥
前
藩

一士）
i
(11)
大
原
重
実
（
海
軍

；先
鋒）

一
(12)

パ
ー
ク
ス

—(
1
3
)ケ
ッ
ペ
ル
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玉
落
為
知

信
太
生

来
る
、
百

両
渡
ス

慶
応
四
年
三
月
二
十
八
日
＼
四
月
四
日

(
6
)
 

土
方
歳
三
来
る
、
流
山
転
末
ヲ
云

(
7
)
 

0
村
上
俊
五
郎
来
ル

(

4

)

(

5

)

 

四
日
勅
使
両
名
、
参
謀
五
名
入
城

三
日
上
様
以
思
召
、
警
衛
士
五
名
を
賜
る

二
日

大
手
前
第
一
大
隊
下
役
情
実
を
告
＜

(1
)
 

小
田
井
蔵
太
来
る
、
薩
陣
江
行
き
、
結
城
一
戦
之
事
を
任
せ
し
む

ア

リ

（神
奈
川
）

西
郷
来
る
の
話
り
、
昨
日
金
川
江
着
、
英
と
逢
接
之
由
、
島
二
話
ス

肥
前
島
団
右
衛
門
・
夏
秋
又
三
郎
来
る
、
大
原
殿
内
意
を
話
す

英
之
サ
ト
ウ
井
ス
ナ
ッ
プ
船
将
来
訪
、
国
事
之
内
話
有
り

英
船
江
尋
問

明
日
勅
使
西
城
江
入
り
、
寛
典
之
御
所
置
被

仰
渡
あ
り
と
云

四
月
朔
日

晦
日

（力）

〇
泊
蔵
辻
番
所
高
見
清
三
郎
来
る
、
意
中
を
内
話
す

廿
九
日

(
2
)
 

帰
府
、
川
勝
江
一
書
を
送
る

廿
八
日

0
英
之
サ
ト
ウ
江
一
書
を
送
る

-

（

l
)
彰
義
隊
頭

一
(
2
)
川
勝
広
運
（
若
年

二
苛
、
国
内
御
用
取
扱
）

ニ3
)
徳
川
慶
喜

{（
4
)
橋
本
実
梁
（
参
与

ニ
東
海
道
先
鋒
総
督
兼
鎖

一
撫
使
）
と
柳
原
前
光

二

参

与

助

役

東

海

道

一
先
鋒
副
総
督
兼
鎖
撫

＿使）
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慶
応
四
年
四
月
五
日
＼
九
日

(13)

（

14) 

0
大
久
保
一
翁
と
共
に
、
池
上
御
先
鋒
之
参
謀
江
談
判
す

九
日

八
日

七
日
御
役
金
五
百
両
受
取
書
相
渡
る

御
役
金
受
取
、

但
下
御
勘
定
所
江
家
来
差
出

河
内
武
彦
江
、
村
上
・
石
坂
已
下
生
活
料
百
両
渡
す

(ll) 

東
台
よ
り
御
直
書

参
謀
可
談
旨

此
夜
、
海
陸
軍
局
中
同
士
紛
々
之
事
あ
り

(12)

大
意
、
尾
州
江
城
御
預
ケ
は

白
戸
石
介
海
陸
軍
一
同
歎
願
書
持
参
不
応
命
、
武
器
御
取
揚
同
断
云
々

有
之

(
9
)

（

10) 

山
岡
・
村
上
・
秋
月
・
林
来
訪
、
山
岡
よ
り
村
上
已
来
生
活
之
談

(
8
)
 

六
日
石
坂
周
造
来
る
、

五
日

出
殿

西
郷
江
行
く
趣
申
聞
ル

二
5
)
海
江
田
信
義
（
東

工
氾
道
先
鋒
総
督
府
参
謀

賣
摩
藩
士
）
・
木
梨
精

ー
一
郎

（
東
海
道
先
鋒
総

屑

府

参

謀

長

州

藩

：
士
）

•

安
場
保
和
（
肥

一後
藩
土
）

•

西
郷
隆
盛

ニ
大
総
督
府
参
謀
）

•

吉

一
村
長
兵
衛
（
津
藩
士

ー
五
月
二
十
日
大
総
督
府

エ
下
参
謀
と
な
る
）

-

（

6
)
新
選
組
副
長

-（
7
)
も
と
浪
士
組

阿

一波
藩
出
身

ニ
8
)
も
と
浪
士
組
信

属
出
身

二
9
)
秋
月
悌
次
郎
（
会

祠
藩
士
）
か

二
10)
林
三
郎
（
麹
町
教

―授
所
儒
者
も
と
会
津

五
滞
士
）
か

-

（

11)
徳
川
慶
喜

-

（

12)
陸
軍
副
総
裁

二
13)
若
年
寄
国
内
事

一
務
取
扱

-
(14)
海
江
田
信
義
・

ニ
木
梨
精

一
郎
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慶
応
四
年
四
月
十
日
＼
十
二
日

天
朝
厚
く
御
沙
汰
之
旨
、

等
尽
カ
ニ
因
て
也
云
々
、

八
日
夜
よ
り
本
日
夜
迄
、

大
久
保
一
翁
来
訪

昨
夜
、
軍
艦
不
残
脱
走
、
歩
卒
撒
兵
追
々
脱
走
之
者

十
二
日 事
成
る
は
、
天
賊
命
賊

官
軍
江
駈
入
其
罪
を
一
身
二
乞
ハ
む
と
決
意
す
、
幸
二
無

御
城
井
武
器
御
引
渡
済
ミ

+＿日 先
鋒
軍
門
江
降
る
へ
き
事
井
備
前
江
御
預
之
事
御
取
止
之

十
日

川
家
御
社
稜
之
事

此
夜
、
以
思
召
御
刀

(l
)
 

一
翁
と
池
上
江
同
行
、
尾
州
江
御
相
続
之
理
絶
而
無
之
、
東
府
士
民

拝
領
、
頃
日
よ
り
尽
力
、
御
思
召
貫
徹
、
徳

上
意
有
之

四
方
江
奔
走
、

精
一
郎
•
海
江
田
武
次
申
聞
ル

一
朝
不
測
之
変
あ
ら
は

且

君
上
水
戸
江
御
発
途

(
2
)
 
君

上

御

生
産
ヲ
失
ハ
さ
せ
候
儀
、
御
所
置
於
而
無
之
旨
、
参
謀
木
梨

4
 
7
 

一
(
l
)
徳
川
義
宜
（
尾
張

一
藩
主）

-

（

2
)
徳
川
慶
喜



慶
応
四
年
四
月
十
二
日
＼
十
六
日

十
六
日 軍
よ
り
頻
二
申
来
る
と
い
へ
と
も
、
思
ふ
所
あ
り
、
敢
て
不
応
命

去
ル
十
一
日
夜
、
軍
艦
房
州
江
遁
走
二
付
、
引
戻
方
田
安
殿
井
官

十
五
日 見
込
之
由
申
聞
ル

（鎮
）

礼
之
助
来
る
、
三
番
町
兵
隊
不
穏
二
付
、
紀
州
家
二
而
沈
撫
可
致

(10) 

木
村
道
之
助
脱
走
人
引
戻
之
見
込
申
聞
る
、
梅
田
国
之
輔
・
何

(
8
)

(9
)
 

大
久
保
大
和
門
人
福
田
平
馬
来
る
、
大
和
之
事
頼
ミ
置
由

十
四
日
本
日
、

(7
)
 

大
惣
督
御
入
城

(

5

)

(

6
)
 

英
サ
ト
ウ
•
井
上
八
郎
•
関
口
権
輔
・
石
坂
周
造
来
る

木
梨
精
一
郎
よ
り
来
翰
、
軍
艦
脱
走
二
付
て
也

十
三
日一

翁
殿
来
訪
、
大
原
卿
江
接
逢
と
し
て
御
出

(
4
)
 

両
卿
御
入
城
有
之
と
云

(
3
)
 

反
す
者
使
番
両
度
脱
走
之
事
可
談
旨
、
田
安
殿
よ
り
申
越
ス

不
少
、
此
輩
皆

上

天
朝
之
命
二
背
き
、

君
上
之
厚
命
に

~
(
3
)
田
安
慶
頼
（
田
安

一
家
も
と
当
主
）

-

（

4
)
橋
本
実
梁
・
柳

盃
堺
前
光

ニ5
)
遊
撃
隊
頭
並

一

(
6
)
関
口
隆
吉
（
居
留

ー
地
掛
町
奉
行
支
配
組

—
頭）

-

（

7
)
有
栖
川
宮
熾
仁

一
親
王

-（
8
)
近
藤
勇
（
新
選
組

ー
局
長
）

-

（

9
)
近
藤
周
斎
の
門

一
人二
10)
開
成
所
教
授
並
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(4
)
 

阿
部
よ
り

砲
兵
之

事
申
来
ル

慶
応
四
年
四
月
十
六
日
＼
二
十
六
日

奉
行
江
抜
擢
之
事
、
参
政
江
一
書
を
呈
す

(
5
)
 

廿
五
日
山
岡
来
る
、
市
中
取
締
、
石
坂
・
村
上
之
事
相
談
、
且
井
上
八
郎
陸
軍

廿
六
日

廿
四
日

廿
三
日

海
江
田
江
行
キ
、
軍
艦
引
渡
之
談
判
且
書
付
受
取
り
、
軍
艦
江
遣
す

廿
二
日

廿
一
日

廿
日
軍
艦
引
渡
之
事
二
付
、
日
夜
田
安
殿
よ
り
御
使
来
る

(
3
)
 
平
岡
庄
七
、

十
九
日

(l
)
 

(
2
)

松
平
能
登
守
家
老
小
菅
五
平
次
来
る

佐
久
間
錯
五
郎
•
関
口
権
助
来
る

十
八
日 軍
艦
不
残
品
海
江
乗
戻
、
田
安
殿
江
申
上
る

十
七
日

来
る

田
安
殿
御
使
と
し
て
海
江
田
江
一
封
遣
す

之
書
付
御
使
番
持
参
、
引
戻
と
し
て
出
張

今
暁
、
御
先
鋒
よ
り
田
安
殿
迄
、
軍
艦
之
事
二
付
一
翁
・
小
拙
江
御
委
任

一
(
l
)
松
平
乗
命
（
も
と

丘
陸
軍
奉
行
並
美
濃
岩

五
り
藩
主
）

二
2
)
町
奉
行

ニ3
)
目
付
・
田
安
家

一
家
老
並

一

(
4
)
阿
部
邦
之
助
（
も

ー
と
目
付
総
房
三
州
鎮

畜方）
-
（5
)
山
岡
鉄
舟
（
精
鋭

訊
頭
こ
の
日
大
目
付

；
を
兼
帯
）
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a
 

御
目
付
三
人

壱
岐
殿

【
「海
舟
日
記

蘭
公
使
一
人

上
等
士
官
三
人

外
国
奉
行
一
人

御
勘
定
奉
行
二
人

b

慶
応
三
年
三
月
十
五
＼
十
八
日
条
に
貼
付 >

二

>候呈

鍛［ 覚
慶
応
三
年
二
月
十
五
日
＼
廿
三
日
条
に
貼
付

六
」
に
付
属
す
る
文
書
】
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c
 

弐
ツ

罰喫―

こ
し
か
け

楽曲

慶
応
三
年
三
月
十
三
日
条
に
貼
付

右
長
鯨
乗
組
人
員

兵
部
殿
御
直
書
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e
 

是
は
少
々
下
ル

其
身
一
代
五
拾
俵

百
五
拾
俵
高
軍
艦
役

（
 

沢 榎
本

右翔鶴丸 樽 行小李 象皮 ー位之長間 李行中 長悼位→ ニ月七廿

可門江 御掛物サ 胃李 奥坊主日

開物 墾林
り

五六三弐ー五受取胃

d
 
日
記
中
に
挟
み
込
ま
れ
た
文
書
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f
 

金

御
役
七
百
両

都
合
九
百
九
十
四
両

米
金
合

）
 

米
金
合
五
百
八
十
六
両
程

別
二
拾
五
人
扶
持
百
俵
二
付
）
此
金
百
五
十
両

二
百
両
相
場

二
百
九
拾
四
両

百
俵
七
十
両
相
場
二
而

金

九

拾

四

両

此
金
弐
百
両

二
百
俵
一
一バ
之
割
二
而

米
六
拾
六
俵
二
斗
三
升
二
合

百
俵
三
百
両
相
場
二
見
積

合
七
百
三
十
六
両

百
俵
七
十
両
相
場
二
而

金
百
八
拾
六
両
壱
分
程

此
金
四
百
両
弐
朱
程

四
百
俵
一
1

バ
之
割
二
而

米
百
三
十
三
俵
一
斗
一
升
六
合

百
俵
三
百
両
相
場
二
見
積

身
分
今
迄
之
通
藩
士

（
マ
マ
）

一
生
之
五
七
口
被
下
置出
役

田
口

前
後
之
差
二
百
五
十
八
両

四
百
四
拾

>

‘

>

‘

>

之

八
両
ミ

ミ
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g
 

81 



h
 

口
絵
写
真
1
5
参
照
）

安
政
二
卯
年
八
月
七
日
養
父
明
跡
江
御
抱
入
被
仰
付
、
同
六
未
年
四
月
十
八
日
長
崎
奉
行
支
配

定
役
出
役
被
仰
付
、
文
久
三
亥
年
正
月
十
六
日
長
崎
奉
行
支
配
定
役
被
仰
付
、
当
卯
年
迄

御
奉
公
十
三
ヶ
年
相
勤
罷
在
候

（
方
眼
紙
下
敷
一
枚

役
扶
持

役
金

外

二
人
扶
持

二
拾
五
両

高
三
拾
俵
三
人
扶
持

本

国

甲

斐

生

国

武

蔵

拝
領
屋
敷
無
御
座
候

養
祖
父
山
県
勝
助
死
御
代
官
手
附

養
父
小
田
切
周
右
衛
門
死
喜
替
手
代

実
祖
父
鈴
木
斧
吉
死
御
徒

実
父
鈴
木
伊
兵
衛
死
御
徒

長
崎
奉
行
支
配
定
役

山
県
精
三
郎

卯
三
十
一
歳
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